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薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会 

農薬・動物用医薬品部会報告について 

 

 

令和４年 10 月４日付け厚生労働省発生食 1003 第 10 号をもって諮問された、食品衛生

法（昭和 22 年法律第 233 号）第 13 条第１項の規定に基づくメトキシフェノジドに係る

食品中の農薬の残留基準の設定について、当部会で審議を行った結果を別添のとおり取

りまとめたので、これを報告する。 



メトキシフェノジド 
 

 今般の残留基準の検討については、関連企業から「国外で使用される農薬等に係る残留基

準の設定及び改正に関する指針について」に基づく残留基準の設定要請がなされたことに伴

い、食品安全委員会において食品健康影響評価がなされたことを踏まえ、農薬・動物用医薬

品部会において審議を行い、以下の報告を取りまとめるものである。 

 
１．概要 
（１）品目名：メトキシフェノジド[ Methoxyfenozide (ISO) ] 

 
（２）分 類：農薬 
 
（３）用 途：殺虫剤 

ベンゾイルヒドラジン系殺虫剤である。昆虫の脱皮ホルモン（エクダイソン）様作用

を示し、幼虫における異常脱皮を促すことにより殺虫効果を示すと考えられている。 
 
（４）化学名及び CAS 番号 

N-(tert-Butyl)-N-(3,5-dimethylbenzoyl)-3-methoxy-2-methylbenzohydrazide 

（IUPAC） 

 

Benzoic acid, 3-methoxy-2-methyl-, 2-(3,5-dimethylbenzoyl)-2- 

(1,1-dimethylethyl)hydrazide（CAS：No. 161050-58-4） 

 

（５）構造式及び物性 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
                           
   分 子 式  C22H28N2O3 

   分 子 量  368.47 
   水溶解度  3.3 × 10-3 g/L (20℃) 

分配係数  log10Pow ＝ 3.72 (24.7±1.4℃) 

 



 

２．適用の範囲及び使用方法 

  本剤の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。 

 

（１）国内での使用方法 

① 20.0%メトキシフェノジドフロアブル 

作物名 適用 
希釈 

倍数 

使用 

液量 

使用 

時期 

本剤の 

使用回数 

使用 

方法 

メトキシフ

ェノジドを

含む農薬の

総使用回数 

りんご 

ﾊﾏｷﾑｼ類 
4000～ 

6000倍 

200～700 

L/10 a 

収穫21日

前まで 
3回以内 

散布 

3回以内 

ｷﾝﾓﾝﾎｿｶﾞ 2000倍 

ｹﾑｼ類 

ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 

6000倍 
おうとう 

もも 
ﾊﾏｷﾑｼ類 

収穫3日 

前まで 

なし 
ｹﾑｼ類 

ﾊﾏｷﾑｼ類 

収穫前日 

まで 

2回以内 2回以内 
キャベツ 

ｺﾅｶﾞ 1000倍 

150～300 

L/10 a 

収穫7日 

前まで 

ｱｵﾑｼ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ 

2000～ 

4000倍 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 2000倍 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

4000倍 

はくさい 
ｱｵﾑｼ 

ﾖﾄｳﾑｼ 収穫3日 

前まで 

だいこん 
100～300 

L/10 a 
3回以内 3回以内 

ブロッコリ

ー 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

ﾖﾄｳﾑｼ 150～300 

L/10 a 
2回以内 2回以内 

はなっこり

ー 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

収穫前日 

まで 

つるな 
150～180 

L/10 a 

収穫3日 

前まで 

いちご 

100～300 

L/10 a 

収穫前日 

まで 

3回以内 3回以内 
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

ピーマン 

なす 

トマト 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

2回以内 2回以内 
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

2000～ 

4000倍 

 



 

  ① 20.0%メトキシフェノジドフロアブル（つづき） 

作物名 適用 
希釈 

倍数 
使用液量 

使用 

時期 

本剤の 

使用回数 

使用 

方法 

メトキシフ

ェノジドを

含む農薬の

総使用回数 

ししとう 
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 4000倍 100～300 

L/10 a 

収穫前日 

まで 

2回以内 

散布 

2回以内 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 2000倍 

レタス ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

2000～ 

4000倍 

150～300 

L/10 a 

収穫3日 

前まで 

非結球レタス 
4000倍 

100～300 

L/10 a 

ふき 
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

かんしょ 
4000～ 

6000倍 
3回以内 3回以内 

ﾅｶｼﾞﾛｼﾀﾊﾞ 

食用ぎく 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

4000倍 

200 

L/10 a 

収穫7日 

前まで 
2回以内 2回以内 

食用金魚草 
150～200 

L/10 a 収穫3日 

前まで 

3回以内 3回以内 

食用なでしこ 
100～300 

L/10 a 
2回以内 2回以内 

ねぎ ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 
150～200 

L/10 a 

収穫前日 

まで 

てんさい ﾖﾄｳﾑｼ 
4000～ 

6000倍 100～150 

L/10 a 

収穫7日 

前まで 
3回以内 3回以内 

はすいも 

（葉柄） 
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 2000倍 

収穫前日 

まで 

2回以内 2回以内 

茶 

ﾁｬﾊﾏｷ 4000倍 

200～400 

L/10 a 

摘採7日 

前まで 

ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ 

ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 

ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 

4000～ 

8000倍 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 8000倍 

 

② 9.0%メトキシフェノジドフロアブル 

作物名 適用 
希釈 

倍数 
使用液量 使用時期 

本剤の 

使用回数 
使用方法 

メトキシフ

ェノジドを

含む農薬の

総使用回数 

稲 

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 2000倍 
100～150 

L/10 a 
収穫14日 

前まで 
3回以内 

散布 
3回以内 

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 

16倍 
800 

mL/10 a 

無人ﾍﾘｺ

ﾌﾟﾀｰに 

よる散布 
だいず ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

収穫7日 

前まで 
2回以内 2回以内 

2000倍 
100～300 

L/10 a 
散布 

 



 

③ 0.50%メトキシフェノジド粉剤DL 

作物名 適用 使用量 使用時期 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

メトキシフ

ェノジドを

含む農薬の

総使用回数 

稲 

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
3～4 kg/10 a 

収穫14日 

前まで 
3回以内 散布 3回以内 

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
4 kg/10 a 

 

④ 10.0%メトキシフェノジド・5.0%スピノサドフロアブル 

作物名 適用 希釈倍数 使用液量 
使用 

時期 

本剤の 

使用回数 

使用 

方法 

メトキシフ

ェノジドを

含む農薬の

総使用回数 

だいこん ｺﾅｶﾞ 

ｱｵﾑｼ 

2000倍 
100～300 

L/10 a 

収穫7日 

前まで 

3回以内 

散布 

3回以内 

キャベツ 

2回以内 2回以内 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ 

ブロッコリー 

ｺﾅｶﾞ 

ｱｵﾑｼ 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

収穫3日 

前まで はくさい 

ｱｵﾑｼ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ｺﾅｶﾞ 

レタス ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

ﾖﾄｳﾑｼ 非結球レタス 

 



 

   ⑤ 0.50%メトキシフェノジド・0.50%クロチアニジン・0.30%バリダマイシン・2.0%フ

ェリムゾン・1.5%フサライド粉剤DL 

作物名 適用 使用量 
使用 

時期 

本剤の 

使用回数 

使用 

方法 

メトキシフェ

ノジドを含む

農薬の総使用

回数 

稲 

いもち病 

紋枯病 

穂枯れ（ごま葉枯病菌） 

ｳﾝｶ類 

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 

ｶﾒﾑｼ類 

3～4 kg/10 a 

収穫14日 

前まで 
2回以内 散布 3回以内 

内穎褐変病 

変色米（ｱﾙﾀﾅﾘｱ菌） 

 変色米（ｶｰﾌﾞﾗﾘｱ菌） 

稲こうじ病 

4 kg/10 a 

 

（２）海外での使用方法 

コーヒー豆に係る残留基準の設定について今回インポートトレランス申請がなされ

ており、作物名となっているものは、今回の申請にかかる作物を示している。 

 
①  300 g/L メトキシフェノジドフロアブル（ブラジル） 

作物名 適用 使用量 
本剤の 
使用回数 

使用時期 
使用 
方法 

コーヒー豆 
Coffee leaf miner 

(Leucoptera 
coffeella) 

200～300 mL/ha 
（60～90 g ai/ha） 

20～400 L/ha 
2回以内 

収穫7日 
前まで 

散布 

空中散布 

ai: active ingredient（有効成分） 

 

② 240 g/L メトキシフェノジドフロアブル（ニュージーランド） 

作物名 適用 使用量 
本剤の 
使用回数 

使用時期 
使用 
方法 

キウイー 
フルーツ 

Leafrollers 
(Light Brown Apple 

Moth を含む) 

300～500 mL/ha 
（72～120 g ai/ha） 
15～25 mL/100 L 

3回以内 
収穫120日 
前まで 

開花前 
又は 
開花後 
散布 

 

 

 

 

 



 

③  22.6%メトキシフェノジドフロアブル（米国） 

作物名 適用 
1回当たり 

の使用量 

本剤
の 

使用 

回数 

メトキシフェノ

ジド 

を含む農薬の 

総使用量 

使用 

時期 

使
用 

方

法 

コリアンダーの葉 

あぶらな属 

（頭部）葉菜類 

葉菜類 

根茎及び 

塊茎状野菜の葉 

かぶの葉 

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 

ｲﾗｸｻｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ 

ﾈｷﾘﾑｼ（抑制のみ） 

ﾂﾏｼﾞﾛｸｻﾖﾄｳ 

Garden webworm 

Imported cabbageworm 

Southern armyworm 

True armyworm 

Yellowstriped 

armyworm 

4～8  
fl oz/acre 

(0.06～0.12  

lb ai/acre) 

4回 

以内 

64 fl oz/acre 
以内 

（1 lb ai/acre 

以内） 

収穫 

前日 

まで 

散

布 

8～10  
fl oz/acre 

(0.12～0.16  

lb ai/acre) 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

Cross-striped 

cabbageworm 

ｺﾅｶﾞ 

（抑制のみ） 

12～16  
fl oz/acre 

(0.19～0.25  

lb ai/acre) 

Fruiting 

Vegetables  

(Crop Group 8-10) 

Tomato fruitworm 

(suppression only) 

10～16  
fl oz/acre 
 (0.16～0.25 
lb ai/acre) 

アーティ 

チョーク 

Armyworm  

plume moth 

4～16  
fl oz/acre 

(0.06～0.25  

lb ai/acre) 

収穫 
4日前 
まで 

うり科野菜 

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 

Cabbage looper 

Melon worm 

Pickle worm 

Rind worm 

Southern armyworm 

True armyworm 

Yellowstriped 

armyworm 

4～10  
fl oz/acre 
(0.06～0.16  
lb ai/acre) 

収穫 
3日前 
まで 

lb: ポンド（1 lb = 0.45359237 kg） 

fl oz: 液量オンス（米液量オンス 1 fl oz = 0.0000295735 m3） 

acre: エーカー（1 acre = 約 4,047 m2） 

 
 
 
 



 

③  22.6%メトキシフェノジドフロアブル（米国）（つづき） 

作物名 適用 
1回当たり 

の使用量 

本剤
の 

使用 

回数 

メトキシフェノジド 

を含む農薬の 

総使用量 

使用 

時期 

使
用 

方

法 

かんきつ類 

ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 
Citrus peelminer 

ﾈｷﾘﾑｼ 
Leafrollers 

Orange dog worm 

8～16  
fl oz/acre 
(0.12～0.25 
lb ai/acre) 

4回 
以内 

64 fl oz/acre 
以内 

（1 lb ai/acre 
以内） 

収穫 
前日 
まで 

散
布 

ラズベリー 
ブラック 
ベリー 
その他の 
ベリー類 
果実 

Cherry fruitworm 
Cranberry fruitworm 

10～16  
fl oz/acre 
(0.16～0.25 
lb ai/acre) 

3回 
以内 

48 fl oz/acre 
以内 

（0.75 lb ai/acre 
以内） 

収穫 
3日前 
まで 

Light brown apple 
moth 

Obliquebanded 
leafroller 

Redbanded leafroller 
Variegated leafroller 

Spanworm 
Green fruitworm 

ﾖﾄｳﾑｼ 
ﾈｷﾘﾑｼ 

8～16  
fl oz/acre 
(0.12～0.25 
lb ai/acre) 

ﾏｲﾏｲｶﾞ 

4～8  
fl oz/acre 
(0.06～0.12 
lb ai/acre) 

 

３．代謝試験 

（１）植物代謝試験 

植物代謝試験が、水稲、りんご、ぶどう及びわたで実施されており、可食部で10%TRR 

注)

以上認められた代謝物はなかった。 

 

注）%TRR：総放射性残留物（TRR：Total Radioactive Residues）濃度に対する比率（%） 

 

（２）家畜代謝試験 

家畜代謝試験が、泌乳山羊及び産卵鶏で実施されており、可食部で10%TRR以上認めら

れた代謝物は、代謝物B（産卵鶏の脂肪）、代謝物F（産卵鶏の皮膚、脂肪及び卵）、代謝

物L（泌乳山羊の肝臓及び腎臓並びに産卵鶏の肝臓、筋肉、皮膚、腎臓及び卵）、代謝物

AE+代謝物F（泌乳山羊の乳汁及び腎臓）、代謝物AI2（泌乳山羊の腎臓）、代謝物Q1（泌乳

山羊の腎臓並びに産卵鶏の腎臓、筋肉及び卵）、代謝物AJ（泌乳山羊の筋肉及び産卵鶏の

皮膚）であった。 

 

 

 

 



 

【代謝物略称一覧】 

略称 
JMPR 評価書

の略称 
化学名 

B M14 

RH-117236 

3,5-ジメチル安息香酸N-tert-ブチル-N’-(3-ヒドロキシ-2-メチルベンゾイル)ヒ

ドラジド 

C1 RH-131364 3-ヒドロキシメチル-5-メチル安息香酸 N-tert-ブチル-N’-(3-メトキシ-2-メチ

ルベンゾイル)ヒドラジド 

F RH-141511 3-ヒドロキシメチル-5-メチル安息香酸 N-tert-ブチル-N’-(3-ヒドロキシ-2-メ

チルベンゾイル)ヒドラジド 

L RH-141518 

RH-1518 

β-D-グルコピラヌロン酸,3-{[2-(1,1-ジメチルエチル)-2-(3,5-ジメチルベンゾ

イル)ヒドラジノ]カルボニル}-2-メチルフェニル 

Q1 RH-141519 β-D-グルコピラヌロン酸,3-{[2-(1,1-ジメチルエチル)-2-(3-ヒドロキシメチル-

5-メチルベンゾイル)ヒドラジノ]カルボニル}-2-メチルフェニル 

AE 

 

RH-152068 3-(N-tert-ブチル-N’-[3-メトキシ-2-メチルベンゾイル]-ヒドラジノカルボニ

ル)-5-ヒドロキシメチル安息香酸 

AI2 Metabolite H （A 環ジヒドロキシグルクロン酸抱合体（Ⅱ）） 

AJ RH-149087 （A 環グルクロン酸抱合体） 

 

 

    
 

代謝物B                        代謝物C1 

 

 

 
 
 
 
 
          代謝物L 

 

注）残留試験の分析対象及び暴露評価対象となっている代謝物について構造式を明記した。 
 
 



 

４．作物残留試験 
（１）分析の概要 

 【国内】 

① 分析対象物質 

・メトキシフェノジド 

・代謝物B 

・代謝物C1 

 

② 分析法の概要 

ⅰ）メトキシフェノジド 

試料からアセトン又はアセトニトリルで抽出し、多孔性ケイソウ土カラム又は

PSAカラム及びシリカゲルカラム、多孔性ケイソウ土カラム、多孔性ケイソウ土カ

ラム及びPSAカラム、グラファイトカーボンカラム及びPSAカラム、グラファイトカ

ーボン/PSA積層カラム、又は多孔性ケイソウ土カラム及びグラファイトカーボン

/NH2積層カラムを用いて精製した後、紫外分光光度型検出器付き高速液体クロマト

グラフ（HPLC-UV）、液体クロマトグラフ・質量分析計（LC-MS）又は液体クロマト

グラフ・タンデム型質量分析計（LC-MS/MS）で定量する。 

茶浸出液については、C18カラム及びグラファイトカーボン/PSA積層カラムを用い

て精製した後、LC-MS/MSで定量する。 

 

定量限界：0.01～1.0 mg/kg 

 

ⅱ）代謝物B及び代謝物C1 

試料からアセトンで抽出し、多孔性ケイソウ土カラム又はPSAカラム及びシリカ

ゲルカラムを用いて精製した後、HPLC-UVで定量する。なお、代謝物B及び代謝物C1

の分析値は、それぞれ換算係数1.04及び0.96を用いてメトキシフェノジド濃度に換

算した値として示した。 

 

定量限界：代謝物B  0.02 mg/kg   （メトキシフェノジド換算濃度） 

代謝物C1 0.01～0.02 mg/kg（メトキシフェノジド換算濃度） 

 

【海外】 

① 分析対象物質 

・メトキシフェノジド 

 

② 分析法の概要 

試料からメタノール・0.1 mol/L塩酸（9：1）混液又はメタノール・水（9：1）混

液で抽出し、スチレンジビニルベンゼン-N-ビニルピロリドン共重合体カラムを用い



 

て精製した後、LC-MS又はLC-MS/MSで定量する。 

または、試料からメタノール・0.1 mol/L塩酸（9：1）混液で抽出し、n-ヘキサン

で洗浄した後、ジクロロメタンに転溶する。アルミナ（塩基性）カラム、必要に応じ

てグラファイトカーボンカラムを用いて精製した後、HPLC-UVで定量する。 

 

定量限界：メトキシフェノジド 0.006～0.01 mg/kg 

 

（２）作物残留試験結果 

国内で実施された作物残留試験の結果の概要については別紙1-1、海外で実施された

作物残留試験の結果の概要については別紙1-2、1-3及び1-4を参照。 

 

５. 畜産物における推定残留濃度 

本剤については、飼料として給与した作物を通じ家畜の筋肉等への移行が想定されるこ

とから、飼料の最大給与割合等から算出した飼料中の残留農薬濃度と動物飼養試験の結果

を用い、以下のとおり畜産物中の推定残留濃度を算出した。 

 

（１）分析の概要 

  ① 分析対象物質 

・メトキシフェノジド 

   ・代謝物L 

 

  ② 分析法の概要 

ⅰ）メトキシフェノジド 

牛の筋肉及び乳は、試料にC18粉末を加えて混合し、混合物を固相抽出管に充填

してn-ヘキサンで洗浄した後、ジクロロメタンで溶出する。アルミナカラム及びグ

ラファイトカーボンカラムを用いて精製した後、HPLC-UVで定量する。 

牛の脂肪は、試料からメタノール・0.1 mol/L塩酸（9：1）混液で抽出し、n-ヘ

キサンで洗浄する。アルミナ（塩基性）カラム及びグラファイトカーボンカラムを

用いて精製した後、HPLC-UVで定量する。 

鶏の脂肪は、試料からn-ヘキサンで加熱抽出した後、メタノール・0.1 mol/L塩

酸（9：1）混液で抽出する。鶏の筋肉は、試料からメタノール・0.5 mol/L塩酸（7：

3）混液で抽出する。各抽出液はジクロロメタンに転溶し、10%塩化ナトリウム溶液

を加え、1%炭酸ナトリウム溶液で洗浄する。アルミナ（塩基性）カラム及びグラフ

ァイトカーボンカラムを用いて精製した後、HPLC-UV又はLC-MSで定量する。 

 

定量限界：メトキシフェノジド 0.01 mg/kg 

 

 



 

ⅱ）メトキシフェノジド及び代謝物L 

牛の肝臓及び腎臓並びに鶏の肝臓及び卵は、試料からメタノールで抽出し、n-ヘ

キサンで洗浄した後、2分割する。メトキシフェノジドは、1分画についてジクロロ

メタンに転溶、または0.5 mol/L塩酸を加えてジクロロメタンに転溶し、10%塩化ナ

トリウム溶液を加え、1%炭酸ナトリウム溶液で洗浄する。アルミナ（塩基性）カラ

ム及びグラファイトカーボンカラムを用いて精製した後、HPLC-UV又はLC-MSで定量

する。代謝物Lは、残りの1分画についてC18カラム及びグラファイトカーボンカラム

を用いて精製した後、LC-MSで定量する。なお、代謝物Lの分析値は、換算係数0.69

を用いてメトキシフェノジド濃度に換算した値として示した。 

 

定量限界：メトキシフェノジド 0.01 mg/kg 

代謝物L         0.002～0.014 mg/kg（メトキシフェノジド換算

濃度） 

 

（２）家畜残留試験（動物飼養試験） 
① 乳牛を用いた残留試験 

乳牛（ホルスタイン種、体重481～664 kg、3～4頭/群）に対して、飼料中濃度とし

て16、54及び180 ppmに相当する量のメトキシフェノジドを含むカプセルを28日間に

わたり強制経口投与し、最終投与後24時間以内に採取した筋肉及び脂肪に含まれるメ

トキシフェノジドの濃度をHPLC-UVで、肝臓及び腎臓に含まれるメトキシフェノジド

及び代謝物Lの濃度をLC-MSで測定した。乳については、投与開始1、2、4、7、10、14、

17、21、24及び28日後に採取し、乳に含まれるメトキシフェノジドの濃度をHPLC-UV

で測定した。なお、定量下限の0.01 mg/kg以下の測定値はすべて定量限界未満<0.01

とした。結果は表1を参照。 

 

表1．乳牛の試料中の残留濃度（mg/kg、JMPR（2003）参照） 

 16 ppm 投与群 54 ppm 投与群 180 ppm 投与群 

筋肉 

メトキシフェノジド 
<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

0.010 (最大) 

<0.01  (平均) 

代謝物L - - - 

合計（メトキシフェノ

ジド＋代謝物L） 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

0.010 (最大) 

<0.01  (平均) 

脂肪 

メトキシフェノジド 
0.011 (最大) 

<0.01  (平均) 

0.082 (最大) 

0.041 (平均) 

0.44  (最大) 

0.28  (平均) 

代謝物L - - - 

合計（メトキシフェノ

ジド＋代謝物L） 

0.011 (最大) 

<0.01  (平均) 

0.082 (最大) 

0.041 (平均) 

0.44  (最大) 

0.28  (平均) 

 



 

表1．乳牛の試料中の残留濃度（mg/kg、JMPR（2003）参照）(つづき) 

 16 ppm 投与群 54 ppm 投与群 180 ppm 投与群 

肝臓 

メトキシフェノジド 
<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

0.031 (最大) 

0.028 (平均) 

0.15  (最大) 

0.13  (平均) 

代謝物L*) 
  0.014 (最大) 

   0.010（平均) 

 0.035（最大) 

0.026（平均) 

0.118（最大) 

0.10 （平均) 

合計※）（メトキシフェノ

ジド＋代謝物L） 

   0.022 (最大) 

   0.018（平均) 

 0.065 (最大) 

 0.055（平均) 

0.257 (最大) 

0.23 （平均) 

腎臓 

メトキシフェノジド 
<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

0.034 (最大) 

0.026 (平均) 

代謝物L*) 
<0.013 (最大) 

 <0.013 (平均) 

<0.013 (最大) 

<0.013 (平均) 

 0.047 (最大) 

 0.029（平均) 

合計※）（メトキシフェノ

ジド＋代謝物L） 

 <0.023 (最大) 

 <0.023 (平均) 

<0.023 (最大) 

<0.023 (平均) 

0.072 (最大) 

0.055（平均) 

乳注） 

メトキシフェノジド <0.01  (平均) <0.01 (平均) 0.028 (平均) 

代謝物L - - - 

合計（メトキシフェノジ

ド＋代謝物L） 
<0.01  (平均) <0.01  (平均) 0.028 (平均) 

定量限界：メトキシフェノジド 0.01 mg/kg 

          代謝物L 肝臓及び腎臓 0.013 mg/kg 

-：分析せず又は記載無し、JMPRでは値を0として算出している。 

*）代謝物Lの肝臓及び腎臓における濃度は、メトキシフェノジド濃度に換算した値で示した。 

   ※）肝臓及び腎臓の合計については、各検体ごとのメトキシフェノジド及び代謝物Lの残留濃度の

和の最大と平均を示した。（JMPR2003 Table111.） 

注）投与期間中に採取した乳中の濃度を1頭ずつ別々に算出し、その平均値を求めた。 

 

上記の結果に関連して、JMPRは、肉牛及び乳牛の最大飼料由来負荷注1）をともに110.8 

ppm、平均的飼料由来負荷注2）をともに48.25 ppmと評価している。 

 

注1）最大飼料由来負荷（Maximum dietary burden）：飼料として用いられる全ての飼料品目に農薬

が残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動物が暴露されうる

最大濃度。飼料中濃度として表示される。 

注2）平均的飼料由来負荷（Mean dietary burden）：飼料として用いられる全ての飼料品目に農薬

が平均的に残留していると仮定した場合に（作物残留試験から得られた残留濃度の中央値を試

算に用いる）、飼料の摂取によって畜産動物が暴露されうる最大濃度。飼料中濃度として表示

される。 

 

 



 

② 産卵鶏を用いた残留試験 

産卵鶏（白色レグホン種、体重1227.9～1689.8 g、10～12羽/群）に対して、飼料

中濃度として2、6及び20 ppmに相当する量のメトキシフェノジドを含むカプセルを

28日間にわたり強制経口投与し、最終投与後24時間以内に採取した脂肪及び肝臓に

含まれるメトキシフェノジドの濃度をHPLC-UVで、筋肉に含まれるメトキシフェノジ

ドの濃度及び肝臓に含まれる代謝物Lの濃度をLC-MSで測定した。鶏卵については、

投与開始1、3、7、10、14、17、21、24及び28日後に採卵し、メトキシフェノジドの

濃度をHPLC-UVで、代謝物Lの濃度をLC-MSで測定した。なお、定量下限の0.01 mg/kg

以下の測定値はすべて定量限界未満<0.01 mg/kgとした。結果は表2を参照。 

 

      表2．産卵鶏の試料中の残留濃度（mg/kg、JMPR（2003）参照） 

 2 ppm 投与群 6 ppm 投与群 20 ppm 投与群 

筋肉 

メトキシフェノジド 
<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

代謝物L - - - 

合計（メトキシフェノ

ジド＋代謝物L） 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

脂肪 

メトキシフェノジド 
<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

代謝物L - - - 

合計（メトキシフェノ

ジド＋代謝物L） 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

肝臓 

メトキシフェノジド 
<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

 代謝物L*) 
<0.014 (最大) 

<0.014 (平均) 

0.029 (最大) 

0.0121(平均) 

0.0300(最大) 

0.0213(平均) 

合計※)（メトキシフェ

ノジド＋代謝物L） 

<0.024 (最大) 

<0.024 (平均) 

0.0321(最大) 

0.0151(平均) 

 0.0330(最大) 

0.0243(平均) 

卵注） 

メトキシフェノジド 
<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

 <0.01  (最大) 

 <0.01  (平均) 

<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

代謝物L*) 
<0.002 (最大) 

<0.002 (平均) 

 <0.002 (最大) 

 <0.002 (平均) 

<0.002 (最大) 

<0.002 (平均) 

合計（メトキシフェノ

ジド＋代謝物L） 

<0.012 (最大) 

<0.012 (平均) 

 <0.012 (最大) 

 <0.012 (平均) 

<0.012 (最大) 

<0.012 (平均) 

  定量限界：メトキシフェノジド 0.01 mg/kg 

代謝物L 肝臓 0.014 mg/kg、卵 0.002 mg/kg 

-：分析せず又は記載無し、JMPRでは値を0として算出している。 

*）代謝物Lの肝臓及び卵における濃度は、メトキシフェノジド濃度に換算した値で示した。 

※）肝臓の合計については、各検体ごとのメトキシフェノジド（検出限界0.003 mg/kg）及び代謝



 

物Lの残留濃度の和の最大と平均を示した。（JMPR2003 Table113.） 

注）卵の2及び6 ppm投与群については、1、3及び7日後に採卵した結果を示した。なお、20 ppm投

与群において、いずれの卵試料とも検出可能な残留濃度が認められなかったことから、2及び6 

ppm投与群では、投与10日目以降、卵の分析は実施されなかった。 

 

上記の結果に関連して、JMPRは、産卵鶏及び肉用鶏の最大飼料由来負荷をそれぞれ

24.03及び0.321 ppm、平均的飼料由来負荷をそれぞれ8.058及び0.171 ppmと評価して

いる。 

 

（３）推定残留濃度  

牛及び鶏について、最大及び平均的飼料由来負荷と家畜残留試験結果から、畜産物中

の推定残留濃度を算出した。結果は表 3-1 及び 3-2 を参照。最大残留濃度は、メトキシ

フェノジドの推定濃度を示し、平均的な残留濃度は、メトキシフェノジド及び代謝物 L

をメトキシフェノジドに換算した濃度の合計濃度で示した。 

 

表 3-1．畜産物中の推定残留濃度：牛（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳 

乳牛 
<0.01 

(<0.01) 

0.243 

(0.036) 

0.084 

(0.049) 

 0.021 

(0.023) 

 0.018 

(<0.01) 

肉牛 
<0.01 

(<0.01) 

0.243 

(0.036) 

0.084 

(0.049) 

 0.021 

 (0.023) 
 

上段：最大残留濃度 下段括弧内：平均的な残留濃度＊ 
*メトキシフェノジド及び代謝物Lを含む。 

 

表 3-2．畜産物中の推定残留濃度：鶏（mg/kg）  

 筋肉 脂肪 肝臓 卵 

産卵鶏 
<0.01 

(<0.01) 

<0.01 

(<0.01) 

<0.01 

(0.016) 

<0.01 

 (<0.012) 

肉用鶏 
<0.01 

(<0.01) 

<0.01 

(<0.01) 

<0.01 

(0.002) 
 

上段：最大残留濃度 下段括弧内：平均的な残留濃度＊ 
*メトキシフェノジド及び代謝物Lを含む。 

 

６．ADI 及び ARfD の評価 

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、食品安全委

員会あて意見を求めたメトキシフェノジドに係る食品健康影響評価において、以下のと

おり評価されている。 

 



 

（１）ADI 

無毒性量：9.8 mg/kg 体重/day 

（動物種）   雄イヌ 

（投与方法）  混餌 

（試験の種類）慢性毒性試験 

（期間）     1 年間 

安全係数：100  

ADI：0.098 mg/kg 体重/day 

 

（２）ARfD   設定の必要なし 

 

メトキシフェノジドの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響は認めら

れなかったことから、急性参照用量（ARfD）は設定する必要がないと判断した。 

 

７．諸外国における状況 

JMPRにおける毒性評価が行われ、2003年にADI及びARfDが設定されている。国際基準は

ブロッコリー、キャベツ等に設定されている。 

米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、米国において

かんきつ類、ベリー類等に、カナダにおいてりんご、なし等に、EUにおいてりんご、レ

モン等に、豪州において綿実、ブルーベリー等に、ニュージーランドにおいてキウィ

ー、りんご等に基準値が設定されている。 

 

８．残留規制 

（１）残留の規制対象 

メトキシフェノジドとする。 

 

作物残留試験において、一部の作物について代謝物B及び代謝物C1の分析が行われて

いるが、代謝物B及び代謝物C1はメトキシフェノジドと比較して十分に低い残留濃度で

あること、それ以外の作物では定量限界未満であること、植物代謝試験において10%TRR

以上認められた代謝物はなかったことから、農産物の規制対象には代謝物B及び代謝物

C1を含めないこととする。 

また、畜産物については、家畜代謝試験において代謝物が10%TRR以上認められ、一部

の組織においてメトキシフェノジドより高い残留が見られるものの、乳牛においては、

飼料由来負荷相当に、メトキシフェノジドの残留が見られ、産卵鶏においては、代謝物

Lは肝臓のみから検出され、残留濃度もわずかであることから、親化合物のみで十分と

考えられる。JMPRの規制対象も親化合物のみであることを踏まえ、畜産物の規制対象と

して代謝物を含めないこととし、残留の規制対象は、メトキシフェノジドとする。 

 

 



 

（２）基準値案 

別紙 2のとおりである。 

 

９．暴露評価 

（１）暴露評価対象 

農産物にあっては、メトキシフェノジドとし、畜産物にあっては、メトキシフェノジ

ド及び代謝物Lとする。 

 

作物残留試験において、一部の作物について代謝物B及び代謝物C1の分析が行われて

いるが、検出が認められるのは一部の作物であり親化合物より残留濃度が低いこと、そ

れ以外の作物においては定量限界未満であり、また、植物代謝試験において10%TRR以上

認められた代謝物はなかったことから、農産物中の暴露評価対象には代謝物B及び代謝

物C1を含めないこととする。 

家畜代謝試験において10%TRR以上認められた代謝物は、代謝物B、代謝物F、代謝物L、

代謝物AE+代謝物F、代謝物AI2、代謝物Q1及び代謝物AJであったが、泌乳山羊及び産卵鶏

において、代謝物L及び代謝物Q1を除いた代謝物の残留濃度は総じて<0.01 mg/kgか、低

い濃度であり、代謝物Q1については、泌乳山羊では一つの組織のみでしか認められず、

産卵鶏においては複数の組織で認められるものの最大飼料由来負荷では残留濃度は低

いと考えられることから、代謝物Lを除いたこれらの代謝物については、暴露評価対象

には含めないこととする。 

代謝物Lについては、乳牛及び産卵鶏の家畜残留試験において、代謝物Lの分析が行わ

れており、乳牛においては、肝臓及び腎臓に残留が認められ、産卵鶏においては、肝臓

に残留が認められている。代謝物Lは、親化合物と比較して残留濃度が同等あるいは高

いことから、畜産物の暴露評価対象には、代謝物Lを含めることとし、農産物の暴露評

価対象はメトキシフェノジド、畜産物の暴露評価対象はメトキシフェノジド及び代謝物

Lとする。 

 

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物、畜産物及び魚介類中

の暴露評価対象物質をメトキシフェノジド（親化合物のみ）としている。 

 

（２）暴露評価結果 

1日当たり摂取する農薬等の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露

評価は別紙3参照。 

 

 

 

 

 



 

 TMDI／ADI(%)注） 

国民全体（1歳以上） 53.7 

幼小児（1～6歳） 75.4 

妊婦 44.1 

高齢者（65 歳以上）   65.0 

注）各食品の平均摂取量は、平成 17～19 年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計

業務報告書による。 

TMDI 試算法：基準値案×各食品の平均摂取量 

 

＜参考＞ 

畜産物の暴露評価対象がメトキシフェノジド及び代謝物Lであることから、代謝物Lも

含めて暴露評価を実施した。 

 

 EDI／ADI(%)注） 

国民全体（1歳以上） 18.7 

幼小児（1～6歳） 25.9 

妊婦 16.2 

高齢者（65歳以上）   22.5 

注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計

業務報告書による。 

EDI 試算法：作物残留試験成績の平均値×各食品の平均摂取量 
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

14,21,28 圃場A:<0.02/<0.02/<0.02

14,20,28 圃場B:<0.02/<0.02/<0.02

圃場C:<0.01/-/-

圃場D:<0.01/-/-

圃場E:<0.01/-/-

圃場A:0.01/-/-

圃場B:<0.01/-/-

圃場A:0.02/-/-

圃場B:0.01/-/-

圃場A:<0.01/-/-

圃場B:<0.01/-/-

圃場A:<0.01/-/-

圃場B:<0.01/-/-

圃場A:<0.01/-/- (#)

圃場B:<0.01/-/- (#)

圃場A:<0.01/-/<0.01

圃場B:<0.01/-/<0.01

圃場A:<0.01/-/-

圃場B:<0.01/-/-

圃場A:3.58/-/- (3回,3日)

圃場B:3.24/-/- (3回,3日)

圃場A:0.28/-/-

圃場B:0.01/-/-

圃場A:0.22/-/<0.01

圃場B:0.16/-/<0.01

圃場A:1.46/-/- (#)

圃場B:1.76/-/- (#)

圃場A:0.52/-/-

圃場B:0.80/-/-

圃場A:0.54/-/-

圃場B:3.78/-/-（2回,7日)

圃場A:3.63/-/- (#)

圃場B:1.62/-/- (3回,7日)(#)

圃場A:5.78/-/- (#)

圃場B:7.90/-/- (#)

圃場A:0.63/-/-

圃場B:1.39/-/-

圃場A:<1.0/-/-

圃場B:<1.0/-/-

圃場A:0.12/-/-（2回,14日)(#)

圃場B:0.16/-/-（2回,14日)(#)

1 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
4000倍散布
200 L/10 a

2 1,3,7 圃場A:0.86/-/-（2回,3日）

圃場A:0.18/-/-（2回,14日)(#)

圃場B:0.71/-/-（2回,14日)(#)

1 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
4000倍散布
200 L/10 a

2 1,3,7 圃場A:0.46/-/-（2回,3日）

圃場A:0.38/-/-

圃場B:0.10/-/-（2回,7日）

圃場A:0.60/-/- 

圃場B:1.07/-/- 

圃場A:0.60/-/-

圃場B:0.32/-/-

圃場A:0.80/-/-

圃場B:0.72/-/-

圃場A:<0.1/-/- (#)

圃場B:<0.1/-/- (#)

圃場A:8.30/-/-

圃場B:9.84/-/-

メトキシフェノジドの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験
圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度（mg/kg）
注1）

【ﾒﾄｷｼﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ/代謝物B/代謝物C1】

7,14,21

2 9.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布
150 L/10 a

3 14,21,28

水稲
（玄米）

5 0.50%粉剤DL
散布

4 kg/10 a
3

21

2 9.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
16倍無人ヘリ散布

800 mL/10 a
3

7,14,21

かんしょ
（根塊）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布

180～200 L/10 a
3 3,7,14

大豆
（乾燥子実）

2 9.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布
150 L/10 a

2 7,14,21

2 9.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
16倍無人ヘリ散布

800 mL/10 a
2

だいこん
（根部）

2
10.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ

5.0%ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布

260～290 L/10 a
3 3 ,7,14

てんさい
（根部）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
4000倍散布
150 L/10 a

3 7,14,21

はくさい
（茎葉）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
4000倍散布

200～238 L/10 a
2 3,7,14

だいこん
（葉部）

2
10.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ

5.0%ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布

260～290 L/10 a
3 3 ,7,14

ブロッコリー
（花蕾）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布
200 L/10 a

2 3,7,14

キャベツ
（葉球）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
1000倍散布
150 L/10 a

2 7,14,21

レタス
（茎葉）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布
200 L/10 a

2 3,7,14

はなっこりー
（花蕾部及び茎）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
4000倍散布
300 L/10 a

2 1,3,7

サラダ菜
（茎葉）

2
10.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ

5.0%ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布

150～200 L/10 a
3 3,7,14

リーフレタス
（茎葉）

2
10.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ

5.0%ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布
200 L/10 a

3 3,7,14

ふき
（茎葉）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
4000倍散布
300 L/10 a

2 3,7,14

食用ぎく
（花全体）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
4000倍散布
200 L/10 a

2 7,14,21

根深ねぎ
（茎葉）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布
150 L/10 a

2 14,21,30

葉ねぎ
（茎葉）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布
150 L/10 a

2 14,21,30

ピーマン
（果実）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布
300 L/10 a

2 1,3,7

トマト
（果実）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布
250 L/10 a

2 1,3,7

ししとう
（果実）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布

250～350 L/10 a
2 1,3,7

なす
（果実）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布
250 L/10 a

2 1,3,7

つるな
（茎葉）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
4000倍散布

150～180 L/10 a
2 3,7,14

はすいも
（葉柄）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布
300  L/10 a

2 1,3,7
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

メトキシフェノジドの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験
圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度（mg/kg）
注1）

【ﾒﾄｷｼﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ/代謝物B/代謝物C1】

圃場A:5.2/-/-

圃場B:9.1/-/-

圃場A:*0.60/-/<0.01（*3回,30日）

圃場B:*0.92/-/<0.01（*3回,30日）

圃場A:0.12/-/-

圃場B:0.29/-/-

圃場A:<0.01/-/- (#)

圃場B:0.01/-/- (#)

圃場A:2.59/-/- (#)

圃場B:6.31/-/- (#)

圃場A:0.396/-/-
注2)

(#)

圃場B:0.954/-/-
注2)

(#)

圃場A:0.62/-/- (#)

圃場B:0.38/-/- (#)

圃場A:0.42/-/-

圃場B:0.60/-/-

圃場A:7.64/<0.02/0.03

圃場B:13.90/0.06/0.03

7 圃場C:28.8/-/-

圃場D:35.0/-/-

4000倍散布
380 L/10 a

圃場E:28.2/-/-

4000倍散布
341 L/10 a

圃場F:9.11/-/-

圃場A:0.96/<0.02/<0.02

圃場B:2.51/<0.02/<0.02

7 圃場C:10.3/-/-

圃場D:10.4/-/-

4000倍散布
380 L/10 a

圃場E:7.78/-/-

4000倍散布
341 L/10 a

圃場F:3.02/-/-

　-：分析せず

りんご
（果実）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍散布
600 L/10 a

3 21,30,45

食用金魚草
（花器全体）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
4000倍散布
200 L/10 a

3 3,7,14

もも
（果肉）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
4000倍散布
400 L/10 a

3 3,7,14

なし
（果実）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
6000倍散布
500 L/10 a

2 1,3,7

もも
（果実）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
4000倍散布
400 L/10 a

3 3,7,14

もも
（果皮）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
4000倍散布
400 L/10 a

3 3,7,14

いちご
（果実）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
4000倍散布
200 L/10 a

3 1,3,7

おうとう
（果実）

2 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ
4000倍散布

400～500 L/10 a
3 3,7,14

茶
（浸出液）

6 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ

4000倍散布
200 L/10 a

2

7,14,21

4000倍散布
333 L/10 a

7,14,21

茶
（荒茶）

6 20.0%ﾌﾛｱﾌﾞﾙ

4000倍散布
200 L/10 a

2

7,14,21

4000倍散布
333 L/10 a

7,14,21

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を
斜体で示した。

注2）果肉、果皮及び種子の重量割合が不明のため、過去の作物残留試験等のデータから、それぞれの割合を果肉77%、果皮15%及び種子8%とし
て果実全体の残留濃度を算出した。

注1）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（い
わゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

代謝物B及び代謝物C1の残留濃度は、メトキシフェノジド濃度に換算した値で示した。

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの
期間が最短の場合にのみ最大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経
過日数について（　）内に記載した。
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数
圃場A:0.945 (#)
圃場B:2.125 (#)
圃場C:3.275 (#)
圃場D:0.569 (#)
圃場E:0.919 (#)
圃場F:0.669 (#)

0 ,1,3,7,10 圃場G:6.11 (4回,7日)(#)
圃場A:0.791
圃場B:0.564
圃場A:<0.006 (#)
圃場B:0.309 (#)
圃場C:0.050 (#)
圃場D:0.218 (#)

5 圃場A:0.523 (#)

圃場B:0.758 (#)
圃場C:0.697 (#)
圃場D:1.435 (#)
圃場E:1.655 (#)

0 ,1,3,7,10 圃場F:0.887 (4回,3日)(#)
圃場A:0.985
圃場B:1.620
圃場A:10.700 (#)
圃場B:11.450 (#)
圃場C:16.000 (#)
圃場D:17.500 (#)

0 ,1,3,7,10 圃場E:17.150 (4回,1日)(#)
圃場A:17.050
圃場B:14.200

260.8,264.4,258.4,266.6 g
ai/ha散布

圃場C:15.798

264.9,263.2,260.6,264.3 g
ai/ha散布

圃場D:17.959

311.7,310.6,306.7,310.4 g
ai/ha散布

圃場E:25.045

0.258,0.261,0.255,0.258 lb
 ai/acre散布

圃場A:0.990 (#)

0.257,0.258,0.256,0.259 lb
ai/acre散布

圃場B:1.092 (#)

0.261,0.268,0.273,0.270 lb
ai/acre散布

圃場C:1.084 (#)

圃場A:7.935 (#)
圃場B:4.830 (#)
圃場C:6.255 (#)
圃場D:6.480 (#)
圃場E:1.560 (#)

0 ,1,3,7,10 圃場F:6.060 (#)
圃場A:9.675
圃場B:5.440
圃場A:0.113 (#)
圃場B:0.045 (#)
圃場C:0.102 (#)
圃場A:3.900 (#)
圃場B:13.250 (#)
圃場C:11.800 (#)
圃場D:16.600 (#)
圃場E:10.800 (#)

0 ,1,3,7,10 圃場F:18.300 (#)
圃場A:22.600
圃場B:8.255
圃場A:0.164 (#)
圃場B:0.052 (#)
圃場C:0.088 (#)
圃場D:0.131 (#)
圃場E:0.197 (#)
圃場F:0.122 (#)
圃場G:0.275 (#)
圃場H:0.206 (#)
圃場I:0.186 (4回,3日)(#)
圃場J:0.135 (4回,1日)(#)
圃場A:0.123
圃場B:0.329

0 ,1,3,7,10 圃場A:1.745 (#)
0 ,3,7,10,14 圃場B:1.41 (4回,10日)(#)

メトキシフェノジドの作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数
試験条件

残留濃度（mg/kg）注）

キャベツ
（頭部）
外葉あり

7 80%顆粒水和剤 0.25 lb ai/acre散布 4
1

2 22.6%フロアブル 0.25 lb ai/acre散布 4 1

ブロッコリー
（頭部）

6 80%顆粒水和剤 0.25 lb ai/acre散布
1

4

2

キャベツ
（頭部）
外葉なし

4 80%顆粒水和剤 0.28 kg/ha散布 4 1

22.6%フロアブル 0.25 lb ai/acre散布 4 1

からしな
（葉）

5 80%顆粒水和剤 0.25 lb ai/acre散布 4

アーティチョーク
（全体）

3 80%顆粒水和剤 4 4

1

5 22.6%フロアブル

0.25 lb ai/acre散布

4 1

2 22.6%フロアブル 0.25 lb ai/acre散布 4 1

レタス
（頭部）
外葉あり

6 80%顆粒水和剤 0.25 lb ai/acre散布 4
1

レタス
（葉）

6 80%顆粒水和剤 0.25 lb ai/acre散布 4
1

2 22.6%フロアブル

レタス
（頭部）
外葉なし

3 80%顆粒水和剤 0.25 lb ai/acre散布 4 1

0.25 lb ai/acre散布 4 1

4 1

ミニトマト
（果実）

2 80%顆粒水和剤 0.25 lb ai/acre散布 4

トマト
（果実）

10 80%顆粒水和剤 0.25 lb ai/acre散布 4
1

0 ,1,3,7,10

2 22.6%フロアブル 0.25 lb ai/acre散布
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

メトキシフェノジドの作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数
試験条件

残留濃度（mg/kg）注）

圃場A:0.479 (#)
圃場B:0.960 (#)
圃場C:0.364 (4回,10日)(#)
圃場D:0.050 (4回,10日)(#)
圃場E:0.146 (#)
圃場F:0.156 (#)
圃場G:0.258 (#)
圃場A:0.161
圃場B:0.201
圃場C:0.400
圃場A:0.041 (#)
圃場B:0.049 (#)
圃場C:0.117 (#)

0.252,0.257,0.252,0.252 lb
ai/acre散布

圃場A:0.033 (#)

0.256,0.256,0.258,0.254 lb
ai/acre散布

圃場B:0.052 (#)

0.332 ,0.242,0.247,0.244 lb
ai/acre散布

圃場C:0.011 (#)

0.270,0.256,0.255,0.270 lb
ai/acre散布

圃場D:0.048 (#)

0.250,0.244,0.245,0.257 lb
ai/acre散布

圃場E:0.050 (#)

0.255,0.248,0.243,0.268 lb
ai/acre散布

圃場F:0.033 (#)

0.249,0.252,0.254,0.260 lb
ai/acre散布

圃場G:0.018 (#)

0.249,0.253,0.249,0.240 lb
ai/acre散布

圃場H:0.026 (#)

0.254,0.270,0.235,0.243 lb
ai/acre散布

圃場A:0.089 (#)

0.255,0.253,0.258,0.252 lb
ai/acre散布

圃場B:0.103 (#)

0.250,0.246,0.270,0.245 lb
ai/acre散布

圃場C:0.033 (#)

0.246,0.242,0.241,0.247 lb
ai/acre散布

圃場D:<0.01 (#)

0.250,0.262,0.260,0.246 lb
ai/acre散布

圃場E:0.014 (#)

0.246,0.247,0.249,0.245 lb
ai/acre散布

圃場F:0.151 (#)

0.247,0.262,0.259,0.264 lb
ai/acre散布

圃場A:0.202 (#)

0.250,0.250,0.250,0.246 lb
ai/acre散布

圃場B:0.186 (#)

0.246,0.262,0.257,0.251 lb
ai/acre散布

圃場C:0.124 (#)

0.243,0.247,0.251,0.252 lb
ai/acre散布

圃場D:0.108 (#)

0.246,0.252,0.247,0.260 lb
ai/acre散布

圃場E:0.128 (#)

0.257,0.256,0.254,0.255 lb
ai/acre散布

圃場F:0.148 (#)

0.245,0.238,0.240,0.241 lb
ai/acre散布

圃場G:0.071 (#)

圃場A:13.300 (#)
圃場B:16.800 (#)
圃場C:9.825 (#)
圃場A:17.550
圃場B:10.650

0.250,0.251,0.250,0.251 lb
ai/acre散布

圃場A:0.391

0.251,0.251,0.250,0.249 lb
ai/acre散布

圃場B:0.792

0.253,0.256,0.254,0.255 lb
ai/acre散布

圃場C:0.321

0.249,0.248,0.246,0.248 lb
ai/acre散布

圃場D:0.204

0.251,0.251,0.252,0.251 lb
ai/acre散布

圃場E:0.349

0 ,1,3,7,10

1

3 22.6%フロアブル 0.28 kg/ha散布 4 1

ピーマン
（果実）

7 80%顆粒水和剤 0.25 lb ai/acre散布 4

1

きゅうり 8 80%顆粒水和剤 4

2

とうがらし
（果実）

3 80%顆粒水和剤 0.25 lb ai/acre散布 4 1

3

サマースカッシュ 6 80%顆粒水和剤 4

2

3

カンタロープ 7 80%顆粒水和剤 4

2

3

レモン
（全果実）

5 22.6%フロアブル 4 1

2 22.6%フロアブル 0.25 lb ai/acre散布 4 1

ほうれんそう
（茎葉）

3 80%顆粒水和剤 0.25 lb ai/acre散布 4 1



（別紙1-2）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

メトキシフェノジドの作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数
試験条件

残留濃度（mg/kg）注）

0.250,0.249,0.255,0.254 lb
ai/acre散布

圃場A:0.154

0.249,0.250,0.250,0.250 lb
ai/acre散布

圃場B:1.670

0.995  lb ai/acre散布 1 3 圃場C:0.245 (#)
0.254,0.254,0.254,0.251 lb

ai/acre散布
圃場D:0.323

0.250,0.250,0.250,0.245 lb
ai/acre散布

圃場E:0.258

0.260,0.251,0.256,0.251 lb
ai/acre散布

圃場F:0.207

0.251,0.252,0.253,0.252 lb
ai/acre散布

圃場G:0.250

0.256,0.251,0.250,0.253 lb
ai/acre散布

圃場H:0.314

0.252,0.249,0.251,0.253 lb
ai/acre散布

圃場I:0.543

0.251,0.250,0.249,0.251 lb
ai/acre散布

1,3,7,14 圃場J:0.280

0.258,0.255,0.254,0.254 lb
ai/acre散布

圃場A:0.254

0.249,0.250,0.250,0.249 lb
ai/acre散布

圃場B:0.115

0.249,0.249,0.251,0.250 lb
ai/acre散布

圃場C:0.283

0.248,0.250,0.243,0.248 lb
ai/acre散布

圃場D:0.216

0.253,0.255,0.250,0.252 lb
ai/acre散布

圃場E:0.263

0.254,0.255,0.253,0.252 lb
ai/acre散布

圃場F:0.141

0.256,0.253,0.253 lb
ai/acre散布

3 圃場A:1.750

0.255,0.256,0.259 lb
ai/acre散布

1,3,6,13 圃場B:2.200

0.258,0.261,0.259 lb
ai/acre散布

圃場A:0.675

0.251 lb ai/acre散布 圃場B:2.450
0.253,0.244,0.247 lb

ai/acre散布
圃場C:1.150

0.253,0.252,0.250 lb
ai/acre散布

圃場D:2.000

オレンジ
（全果実）

10 22.6%フロアブル

4 1

4
1

グレープフルーツ
（全果実）

6 22.6%フロアブル 4 1

ブラックベリー
（全果実）

4 22.6%フロアブル 3 3

ラズベリー
（全果実）

2 22.6%フロアブル 3

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試
験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収
穫までの期間が最短の場合にのみ最大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、そ
の使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条
件を斜体で示した。



（別紙1-3）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

63.1～90.5 g ai/ha散布 121 圃場A:0.19 
99.4～118.8 g ai/ha散布 120 圃場B:0.24 
92.4～115.2 g ai/ha散布 121 圃場C:0.24 
96～114.3 g ai/ha散布 120 圃場D:0.19 

94.3～103.4 g ai/ha散布 121 圃場E:0.25 
100～106.7 g ai/ha散布 121 圃場F:0.15 

メトキシフェノジドの作物残留試験一覧表（ニュージーランド）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注）

キウイーフルーツ
（果実全体）

6
240 g/L

フロアブル
3

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留
試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。



（別紙1-4）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

93.6, 90.9 g ai/ha 7,14,21,28 圃場A:0.035

91.8, 94.5 g ai/ha 7,14,21,28 圃場B:0.045

97.2, 90.9 g ai/ha 7,14 圃場C:0.061 (2回,14日)

91.8, 92.7 g ai/ha 7,14 圃場D:<0.01

92.61, 85.55 g ai/ha 7,14,21,28 圃場E:0.01 (2回,14日)

86.17, 95.26 g ai/ha 7,14,21,28 圃場F:0.02

87.76, 92.61 g ai/ha 14 圃場G:<0.01

91.73, 89.96 g ai/ha 14 圃場H:<0.01

87.76, 92.61 g ai/ha 14 圃場A:<0.01

91.73, 89.96 g ai/ha 14 圃場B:<0.01

87.76, 92.61 g ai/ha 14 圃場A:<0.01

91.73, 89.96 g ai/ha 14 圃場B:<0.01

メトキシフェノジドの作物残留試験一覧表（ブラジル）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注）

300 g/L
フロアブル

2

2
300 g/L

フロアブル
2

8

今回、新たに提出された作物残留試験成績に網を付けて示している。

コーヒー豆
(Coffee beans)

コーヒー豆
(Roasted coffee)

コーヒー豆
(Soluble coffee)

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験
（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫ま
での期間が最短の場合にのみ最大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回
数及び経過日数について（　）内に記載した。

2
300 g/L

フロアブル
2



農薬名 メトキシフェノジド
（別紙２）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
米（玄米をいう。） 0.1 0.1 ○ <0.02,<0.02(\)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aとうもろこし 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A大豆 0.5 0.5 ○ 0.5
小豆類 5 5 5
えんどう 5 5 5
そら豆 0.5 0.5 0.5
らっかせい 0.03 0.03 0.03
その他の豆類 5 5 5
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aかんしょ 0.05 0.05 ○ 0.02 <0.01,<0.01(#)(\)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aてんさい 0.3 0.3 ○ 0.3
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.4 0.4 ○ 0.4
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 10 10 ○ 7 3.24,3.58(\)
かぶ類の葉 30 30 30 米国 【米国からしな(14.200～25.045(n=5))】
クレソン 30 30 30 米国 【米国レタス(8.255,22.600)、ほうれんそう

(10.650,17.550)】

はくさい 7 7 ○ 7 米国 【米国キャベツ(0.569～6.11(#)(n=7))、ブロッコリー
(0.985,1.620)】

キャベツ 7 7 ○ 7
芽キャベツ 7 7 7 米国 【米国キャベツ、ブロッコリー参照】
ケール 30 30 30 米国 【米国からしな参照】
こまつな 30 30 30 米国 【米国からしな参照】
きょうな 30 30 30 米国 【米国からしな参照】
チンゲンサイ 30 30 30 米国 【米国からしな参照】
カリフラワー 7 7 7 米国 【米国キャベツ、ブロッコリー参照】
ブロッコリー 5 5 ○ 3 1.46,1.76(#)(\)
その他のあぶらな科野菜 30 30 ○ 30 米国 【米国からしな参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aアーティチョーク 3 3 3.0 米国 【0.990,1.084,1.092(#)（米国）】
チコリ 30 30 30 米国 【米国レタス、ほうれんそう参照】
エンダイブ 30 30 30 米国 【米国レタス、ほうれんそう参照】
しゅんぎく 30 30 30 米国 【米国レタス、ほうれんそう参照】
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 30 30 ○ 30
その他のきく科野菜 30 30 ○ 30 米国 【米国レタス、ほうれんそう参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aねぎ（リーキを含む。） 2 3 ○ 0.46（根深ねぎ）､0.86(\)（葉ねぎ）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aにんじん 0.5 0.5 0.5
パセリ 30 30 30 米国 【米国レタス、ほうれんそう参照】
セロリ 15 15 15
その他のせり科野菜 30 30 30 米国 【米国からしな参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aトマト 2 2 ○ 2
ピーマン 3 3 ○ 2 0.60,1.07(\)
なす 2 2 ○ 0.32,0.60(\)
その他のなす科野菜 2 2 ○ 2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.3 0.3 0.3
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 0.3 0.3
しろうり 0.3 0.3 0.3
すいか（果皮を含む。） 0.3 0.3 0.3 米国 【米国きゅうり(0.018～0.050(#)(n=5))、

サマースカッシュ(<0.01,0.014,0.151(#))、
カンタロープ(0.071～0.148(#)(n=4))】

メロン類果実（果皮を含む。） 0.3 0.3 0.3
まくわうり（果皮を含む。） 0.3 0.3 0.3
その他のうり科野菜 0.3 0.3 0.3
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aほうれんそう 30 30 30 米国 【米国レタス、ほうれんそう参照】
オクラ 2 2 2 2.0 米国 【米国ミニトマト(1.41,1.745(#))、ピーマン(0.050～

0.960(#)(n=7))、とうがらし(0.041,0.049,0.117(#))】
未成熟えんどう 2 2 2
未成熟いんげん 2 2 2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の野菜 30 30 ○ 2 30 米国 【米国レタス、ほうれんそう参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aみかん（外果皮を含む。） 2 2 2
なつみかんの果実全体 2 2 2
レモン 3 3 2 3.0 米国 【米国レモン(0.204～0.792(n=5))、オレンジ(0.154

～1.670(n=9))、グレープフルーツ(0.115～
0.283(n=6))】

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 3 3 2 3.0 米国 【米国レモン、オレンジ、グレープフルーツ参照】
グレープフルーツ 3 3 2 3.0 米国 【米国レモン、オレンジ、グレープフルーツ参照】

ライム 3 3 2 3.0 米国 【米国レモン、オレンジ、グレープフルーツ参照】

国/地域
基準値
ppm

参考基準値



農薬名 メトキシフェノジド
（別紙２）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

国/地域
基準値
ppm

参考基準値

その他のかんきつ類果実 3 3 2 3.0 米国 【米国レモン、オレンジ、グレープフルーツ参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aりんご 2 2 ○ 2
日本なし 2 2 ○ 2
西洋なし 2 2 ○ 2
マルメロ 2 2 2
びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 2 2 2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aもも（果皮及び種子を含む。） 2 2 ○ 2
ネクタリン 2 2 2
あんず（アプリコットを含む。） 2 2 2
すもも（プルーンを含む。） 2 2 2
うめ 2 2 2
おうとう（チェリーを含む。） 2 2 ○ 2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aいちご 2 2 ○ 2
ラズベリー 6 6 6.0 米国 【米国ラズベリー(1.750,2.200)、ブラックベリー

(0.675～2.450(n=4))】

ブラックベリー 6 6 6.0 米国 【米国ラズベリー、ブラックベリー参照】
ブルーベリー 4 4 4
クランベリー 0.7 0.7 0.7
ハックルベリー 4 4 4
その他のベリー類果実 6 6 6.0 米国 【米国ラズベリー、ブラックベリー参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aぶどう 1 1 1
かき 2 2 2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aキウィー（果皮を含む。） 0.5 0.5 0.5 ニュージー

ランド
【0.15～0.25(n=6)(ニュージーランド)】

パパイヤ 1 1 1
アボカド 0.7 0.7 0.7
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の果実 2 2 2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A綿実 7 7 7
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aぎんなん 0.1 0.1 0.1
くり 0.1 0.1 0.1
ペカン 0.1 0.1 0.1
アーモンド 0.1 0.1 0.1
くるみ 0.1 0.1 0.1
その他のナッツ類 0.1 0.1 0.1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A茶 70 40 ○ 7.64～35.0(n=6)(荒茶)

コーヒー豆 0.2 IT 0.15 ブラジル 【<0.01～0.061(n=6)(ブラジル)】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のスパイス 2 2 2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のハーブ 30 30 30
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の筋肉 0.3 0.2 【牛の脂肪参照】

豚の筋肉 0.3 0.2 【豚の脂肪参照】

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.3 0.2 【その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の脂肪 0.3 0.3 0.3
豚の脂肪 0.3 0.3 0.3
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.3 0.3 0.3
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の肝臓 0.2 0.2 0.2
豚の肝臓 0.2 0.2 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の腎臓 0.2 0.2 0.2
豚の腎臓 0.2 0.2 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の食用部分 0.2 0.2 0.2
豚の食用部分 0.2 0.2 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A乳 0.05 0.05 0.05
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の筋肉 0.01 0.01 0.01
その他の家きんの筋肉 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の脂肪 0.01 0.02 0.01

その他の家きんの脂肪 0.01 0.02 0.01

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の肝臓 0.01 0.01 0.01



農薬名 メトキシフェノジド
（別紙２）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

国/地域
基準値
ppm

参考基準値

その他の家きんの肝臓 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の腎臓 0.01 0.01 0.01
その他の家きんの腎臓 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の食用部分 0.01 0.01 0.01
その他の家きんの食用部分 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の卵 0.01 0.01 0.01
その他の家きんの卵 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A落花生油 0.1 0.1 0.1
とうがらし（乾燥させたもの） 20 ※
すもも（乾燥させたもの） 2 ※
干しぶどう 2 ※
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

(\)作物残留試験結果の最大値を基準値設定の根拠とした。

※のとおり、基準値を設定しないものについては、斜線で示した。
※）加工食品である「とうがらし（乾燥させたもの）」、「すもも（乾燥させたもの）」及び「干しぶどう」について、国際基準が設定されているが、加工係数を用いて
原材料中の濃度に換算した値が当該原材料の基準値案を超えないことから、基準値を設定しないこととする。基準値が設定されていない加工食品について
は、原材料の基準値に基づき加工係数を考慮して適否を判断することとしている。なお、本物質について、JMPRは「とうがらし（乾燥させたもの）」、「すもも（乾
燥させたもの）」及び「干しぶどう」の加工係数をそれぞれ10、1.3及び2.2と算出している。

「登録有無」の欄に「○」の記載があるものは、国内で農薬等としての使用が認められていることを示している。

本基準（暫定基準以外の基準）を見直す基準値案については、太枠線で囲んで示した。

(#)これらの作物残留試験は、登録又は申請の適用の範囲内で試験が行われていない。

「登録有無」の欄に「IT」の記載があるものは、ｲﾝﾎﾟｰﾄﾄﾚﾗﾝｽ申請に基づく基準値設定依頼がなされたものであることを示している。



（別紙３）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

TMDI

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)
TMDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
TMDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

TMDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

米（玄米をいう。） 0.1 0.02 16.4 3.3 8.6 1.7 10.5 2.1 18.0 3.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
とうもろこし 0.02 0.02 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.5 0.05 19.5 2.0 10.2 1.0 15.7 1.6 23.1 2.3
小豆類 5 0.56 12.0 1.3 4.0 0.4 4.0 0.4 19.5 2.2
えんどう 5 0.17 0.5 0.0 0.5 0.0 0.5 0.0 0.5 0.0
そら豆 0.5 0.05 0.4 0.0 0.1 0.0 0.4 0.0 0.4 0.0
らっかせい 0.03 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他の豆類 5 0.17 0.5 0.0 0.5 0.0 0.5 0.0 0.5 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
かんしょ 0.05 0.01 0.3 0.1 0.3 0.1 0.6 0.1 0.5 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.3 0.11 9.8 3.6 8.3 3.0 12.3 4.5 10.0 3.7zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.4 0.08 13.2 2.6 4.6 0.9 8.2 1.6 18.3 3.7
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 10 3.41 17.0 5.8 6.0 2.0 31.0 10.6 28.0 9.5
かぶ類の葉 30 18.01 9.0 5.4 3.0 1.8 3.0 1.8 18.0 10.8
クレソン 30 14.764 3.0 1.5 3.0 1.5 3.0 1.5 3.0 1.5
はくさい 7 1.913 123.9 33.9 35.7 9.8 116.2 31.8 151.2 41.3
キャベツ 7 0.93 168.7 22.4 81.2 10.8 133.0 17.7 166.6 22.1
芽キャベツ 7 1.913 0.7 0.2 0.7 0.2 0.7 0.2 0.7 0.2
ケール 30 18.01 6.0 3.6 3.0 1.8 3.0 1.8 6.0 3.6
こまつな 30 18.01 150.0 90.1 54.0 32.4 192.0 115.3 192.0 115.3
きょうな 30 18.01 66.0 39.6 12.0 7.2 42.0 25.2 81.0 48.6
チンゲンサイ 30 18.01 54.0 32.4 21.0 12.6 54.0 32.4 57.0 34.2
カリフラワー 7 1.913 3.5 1.0 1.4 0.4 0.7 0.2 3.5 1.0
ブロッコリー 5 1.61 26.0 8.4 16.5 5.3 27.5 8.9 28.5 9.2
その他のあぶらな科野菜 30 18.01 102.0 61.2 18.0 10.8 24.0 14.4 144.0 86.4zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
アーティチョーク 3 1.053 0.3 0.1 0.3 0.1 0.3 0.1 0.3 0.1
チコリ 30 14.764 3.0 1.5 3.0 1.5 3.0 1.5 3.0 1.5
エンダイブ 30 14.764 3.0 1.5 3.0 1.5 3.0 1.5 3.0 1.5
しゅんぎく 30 14.764 45.0 22.1 9.0 4.4 78.0 38.4 75.0 36.9
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 30 12.5 288.0 120.0 132.0 55.0 342.0 142.5 276.0 115.0
その他のきく科野菜 30 14.764 45.0 22.1 3.0 1.5 18.0 8.9 78.0 38.4zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ねぎ（リーキを含む。） 2 0.66 18.8 6.2 7.4 2.4 13.6 4.5 21.4 7.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
にんじん 0.5 0.13 9.4 2.4 7.1 1.8 11.3 2.9 9.4 2.4
パセリ 30 14.764 3.0 1.5 3.0 1.5 3.0 1.5 6.0 3.0
セロリ 15 3.4 18.0 4.1 9.0 2.0 4.5 1.0 18.0 4.1
その他のせり科野菜 30 18.01 6.0 3.6 3.0 1.8 9.0 5.4 9.0 5.4zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 2 0.2 64.2 6.4 38.0 3.8 64.0 6.4 73.2 7.3
ピーマン 3 0.835 14.4 4.0 6.6 1.8 22.8 6.3 14.7 4.1
なす 2 0.46 24.0 5.5 4.2 1.0 20.0 4.6 34.2 7.9
その他のなす科野菜 2 0.16 2.2 0.2 0.2 0.0 2.4 0.2 2.4 0.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
きゅうり（ガーキンを含む。） 0.3 0.091 6.2 1.9 2.9 0.9 4.3 1.3 7.7 2.3
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 0.091 2.8 0.8 1.1 0.3 2.4 0.7 3.9 1.2
しろうり 0.3 0.091 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.1
すいか（果皮を含む。） 0.3 0.067 2.3 0.5 1.7 0.4 4.3 1.0 3.4 0.8
メロン類果実（果皮を含む。） 0.3 0.091 1.1 0.3 0.8 0.2 1.3 0.4 1.3 0.4
まくわうり（果皮を含む。） 0.3 0.091 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0
その他のうり科野菜 0.3 0.091 0.8 0.2 0.4 0.1 0.2 0.1 1.0 0.3zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 30 14.764 384.0 189.0 177.0 87.1 426.0 209.6 522.0 256.9
オクラ 2 0.481 2.8 0.7 2.2 0.5 2.8 0.7 3.4 0.8
未成熟えんどう 2 0.1 3.2 0.2 1.0 0.1 0.4 0.0 4.8 0.2
未成熟いんげん 2 0.065 4.8 0.2 2.2 0.1 0.2 0.0 6.4 0.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 30 14.764 402.0 197.8 189.0 93.0 303.0 149.1 423.0 208.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
みかん（外果皮を含む。） 2 0.28 35.6 5.0 32.8 4.6 1.2 0.2 52.4 7.3
なつみかんの果実全体 2 0.28 2.6 0.4 1.4 0.2 9.6 1.3 4.2 0.6
レモン 3 0.366 1.5 0.2 0.3 0.0 0.6 0.1 1.8 0.2
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 3 0.366 21.0 2.6 43.8 5.3 37.5 4.6 12.6 1.5
グレープフルーツ 3 0.366 12.6 1.5 6.9 0.8 26.7 3.3 10.5 1.3
ライム 3 0.366 0.3 0.0 0.3 0.0 0.3 0.0 0.3 0.0
その他のかんきつ類果実 3 0.366 17.7 2.2 8.1 1.0 7.5 0.9 28.5 3.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 2 0.43 48.4 10.4 61.8 13.3 37.6 8.1 64.8 13.9
日本なし 2 0.43 12.8 2.8 6.8 1.5 18.2 3.9 15.6 3.4
西洋なし 2 0.43 1.2 0.3 0.4 0.1 0.2 0.0 1.0 0.2
マルメロ 2 0.43 0.2 0.0 0.2 0.0 0.2 0.0 0.2 0.0
びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 2 0.43 1.0 0.2 0.6 0.1 3.8 0.8 0.8 0.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも（果皮及び種子を含む。） 2 0.34 6.8 1.2 7.4 1.3 10.6 1.8 8.8 1.5
ネクタリン 2 0.34 0.2 0.0 0.2 0.0 0.2 0.0 0.2 0.0
あんず（アプリコットを含む。） 2 0.34 0.4 0.1 0.2 0.0 0.2 0.0 0.8 0.1
すもも（プルーンを含む。） 2 0.34 2.2 0.4 1.4 0.2 1.2 0.2 2.2 0.4
うめ 2 0.34 2.8 0.5 0.6 0.1 1.2 0.2 3.6 0.6
おうとう（チェリーを含む。） 2 0.34 0.8 0.1 1.4 0.2 0.2 0.0 0.6 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 2 0.24 10.8 1.3 15.6 1.9 10.4 1.2 11.8 1.4
ラズベリー 6 1.704 0.6 0.2 0.6 0.2 0.6 0.2 0.6 0.2
ブラックベリー 6 1.704 0.6 0.2 0.6 0.2 0.6 0.2 0.6 0.2
ブルーベリー 4 1.25 4.4 1.4 2.8 0.9 2.0 0.6 5.6 1.8
クランベリー 0.7 0.085 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0
ハックルベリー 4 1.25 0.4 0.1 0.4 0.1 0.4 0.1 0.4 0.1
その他のベリー類果実 6 1.704 0.6 0.2 0.6 0.2 1.2 0.3 0.6 0.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 1 0.33 8.7 2.9 8.2 2.7 20.2 6.7 9.0 3.0
かき 2 0.43 19.8 4.3 3.4 0.7 7.8 1.7 36.4 7.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
キウィー（果皮を含む。） 0.5 0.21 1.1 0.5 0.7 0.3 1.2 0.5 1.5 0.6
パパイヤ 1 0.31 0.2 0.1 0.3 0.1 0.1 0.0 0.1 0.0
アボカド 0.7 0.13 0.2 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.3 0.1

メトキシフェノジドの推定摂取量 （単位：µg／人／day）
暴露評価に
用いた数値
（ppm)



（別紙３）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

TMDI

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)
TMDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
TMDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

TMDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

メトキシフェノジドの推定摂取量 （単位：µg／人／day）
暴露評価に
用いた数値
（ppm)zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

その他の果実 2 0.43 2.4 0.5 0.8 0.2 1.8 0.4 3.4 0.7zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
綿実 7 0.46 0.7 0.0 0.7 0.0 0.7 0.0 0.7 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぎんなん 0.1 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
くり 0.1 0.021 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0
ペカン 0.1 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
アーモンド 0.1 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
くるみ 0.1 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のナッツ類 0.1 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
茶 70 5.828 462.0 38.5 70.0 5.8 259.0 21.6 658.0 54.8
コーヒー豆 0.2 0.03 0.7 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 2 0.28 0.2 0.0 0.2 0.0 0.2 0.0 0.4 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のハーブ 30 16 27.0 14.4 9.0 4.8 3.0 1.6 42.0 22.4zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

陸棲哺乳類の肉類 0.3 17.3 0.9 12.9 0.7 19.3 1.0 12.3 0.6

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く） 0.2 0.049 0.3 0.1 0.2 0.0 1.0 0.2 0.2 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
陸棲哺乳類の乳類 0.05 0.01 13.2 2.6 16.6 3.3 18.2 3.6 10.8 2.2
家きんの肉類 0.01 0.016 0.2 0.3 0.2 0.2 0.2 0.4 0.2 0.3zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの卵類 0.01 0.012 0.4 0.5 0.3 0.4 0.5 0.6 0.4 0.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

計 2897.0 1008.1 1218.6 418.6 2528.4 927.4 3575.9 1237.5
ADI比（％） 53.7 18.7 75.4 25.9 44.1 16.2 65.0 22.5

筋肉　0.01
脂肪　0.036

国際基準を参照したものについては、JMPRの評価に用いられた残留試験データを用いてEDI試算をした。

TMDI：理論最大1日摂取量（Theoretical Maximum Daily Intake)

「陸棲哺乳類の肉類」については、TMDI試算では、牛・豚・その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉、脂肪の摂取量にその範囲の基準値案で最も高い値を乗じた。また、
EDI試算では、畜産物中の平均的な残留農薬濃度を用い、摂取量の筋肉及び脂肪の比率をそれぞれ80％及び20％として試算した。

EDI試算法：作物残留試験成績の平均値×各食品の平均摂取量

茶については、浸出液における作物残留試験結果を用いてEDI試算をした。

TMDI試算法：基準値案×各食品の平均摂取量
EDI：推定1日摂取量（Estimated Daily Intake)

畜産物におけるEDI試算については、暴露評価対象であるメトキシフェノジド及び代謝物Lをメトキシフェノジドに換算した濃度の合計濃度を用いた。
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答申（案） 

メトキシフェノジド

食品名 残留基準値

ppm

zzz #N/A米（玄米をいう。） 0.1
#N/A#N/Aとうもろこし 0.02
#N/A#N/A大豆 0.5

小豆類
注1） 5

えんどう 5
そら豆 0.5
らっかせい 0.03

その他の豆類
注2） 5

#N/A#N/Aかんしょ 0.05
#N/A#N/Aてんさい 0.3
#N/A#N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.4

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 10
かぶ類の葉 30
クレソン 30
はくさい 7
キャベツ 7
芽キャベツ 7
ケール 30
こまつな 30
きょうな 30
チンゲンサイ 30
カリフラワー 7
ブロッコリー 5

その他のあぶらな科野菜
注3） 30

#N/A#N/Aアーティチョーク 3
チコリ 30
エンダイブ 30
しゅんぎく 30
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 30

その他のきく科野菜
注4） 30

#N/A#N/Aねぎ（リーキを含む。） 2
#N/A#N/Aにんじん 0.5

パセリ 30
セロリ 15

その他のせり科野菜
注5） 30

#N/A#N/Aトマト 2
ピーマン 3
なす 2

その他のなす科野菜
注6） 2

#N/A



食品名 残留基準値

ppm

#N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.3
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3
しろうり 0.3
すいか（果皮を含む。） 0.3
メロン類果実（果皮を含む。） 0.3
まくわうり（果皮を含む。） 0.3

その他のうり科野菜
注7） 0.3

#N/A#N/Aほうれんそう 30
オクラ 2
未成熟えんどう 2
未成熟いんげん 2

#N/A#N/Aその他の野菜
注8） 30

#N/A#N/Aみかん（外果皮を含む。） 2
なつみかんの果実全体 2
レモン 3
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 3
グレープフルーツ 3
ライム 3

その他のかんきつ類果実
注9） 3

#N/A#N/Aりんご 2
日本なし 2
西洋なし 2
マルメロ 2
びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 2

#N/A#N/Aもも（果皮及び種子を含む。） 2
ネクタリン 2
あんず（アプリコットを含む。） 2
すもも（プルーンを含む。） 2
うめ 2
おうとう（チェリーを含む。） 2

#N/A#N/Aいちご 2
ラズベリー 6
ブラックベリー 6
ブルーベリー 4
クランベリー 0.7
ハックルベリー 4

その他のベリー類果実
注10） 6

#N/A#N/Aぶどう 1
かき 2

#N/A#N/Aキウィー（果皮を含む。） 0.5
パパイヤ 1
アボカド 0.7

#N/A#N/Aその他の果実
注11） 2

#N/A#N/A



食品名 残留基準値

ppm

綿実 7
#N/A#N/Aぎんなん 0.1

くり 0.1
ペカン 0.1
アーモンド 0.1
くるみ 0.1

その他のナッツ類
注12） 0.1

#N/A#N/A茶 70
コーヒー豆 0.2
zzz #N/Azzz #N/Aその他のスパイス

注13） 2
zzz #N/Azzz #N/Aその他のハーブ

注14） 30
zzz #N/Azzz #N/A牛の筋肉 0.3
豚の筋肉 0.3

その他の陸棲哺乳類に属する動物
注15）

の筋肉 0.3
#N/A#N/A牛の脂肪 0.3

豚の脂肪 0.3
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.3
zzz #N/Azzz #N/A牛の肝臓 0.2
豚の肝臓 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.2

#N/A#N/A牛の腎臓 0.2
豚の腎臓 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.2

#N/A#N/A牛の食用部分
注16） 0.2

豚の食用部分 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.2
zzz #N/Azzz #N/A乳 0.05
zzz #N/Azzz #N/A鶏の筋肉 0.01

その他の家きん
注17）

の筋肉 0.01
#N/A#N/A鶏の脂肪 0.01

その他の家きんの脂肪 0.01
#N/A#N/A鶏の肝臓 0.01

その他の家きんの肝臓 0.01
#N/A#N/A鶏の腎臓 0.01

その他の家きんの腎臓 0.01
#N/A#N/A鶏の食用部分 0.01

その他の家きんの食用部分 0.01
zzz #N/Azzz #N/A鶏の卵 0.01
その他の家きんの卵 0.01
zzz #N/Azzz #N/A落花生油 0.1

#N/A #N/A



注1）「小豆類」には、いんげん、ささげ、サルタニ豆、サルタピア豆、バター豆、ペギア豆、ホワイ
ト豆、ライマ豆及びレンズ豆を含む。
注2）「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、小豆類、えんどう、そら豆、らっかせい及びスパイ
ス以外のものをいう。
注3）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野菜のうち、だいこん類（ラディッシュを含
む。）の根、だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉、かぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わさび、ク
レソン、はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きょうな、チンゲンサイ、カリフラ
ワー、ブロッコリー及びハーブ以外のものをいう。
注4）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のうち、ごぼう、サルシフィー、アーティチョーク、
チコリ、エンダイブ、しゅんぎく、レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）及びハーブ以外のものを
いう。
注5）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のうち、にんじん、パースニップ、パセリ、セロリ、
みつば、スパイス及びハーブ以外のものをいう。
注6）「その他のなす科野菜」とは、なす科野菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外のものをい
う。
注7）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のうち、きゅうり（ガーキンを含む。）、かぼちゃ
（スカッシュを含む。）、しろうり、すいか、メロン類果実及びまくわうり以外のものをいう。
注8）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野菜、きく科
野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけのこ、オクラ、しょ
うが、未成熟えんどう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイス及びハーブ以外のものをい
う。
注9）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果実のうち、みかん、なつみかん、なつみかんの
外果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）、グレープフルー
ツ、ライム及びスパイス以外のものをいう。
注10）「その他のベリー類果実」とは、ベリー類果実のうち、いちご、ラズベリー、ブラックベ
リー、ブルーベリー、クランベリー及びハックルベリー以外のものをいう。
注11）「その他の果実」とは、果実のうち、かんきつ類果実、りんご、日本なし、西洋なし、マルメ
ロ、びわ、もも、ネクタリン、あんず（アプリコットを含む。）、すもも（プルーンを含む。）、う
め、おうとう（チェリーを含む。）、ベリー類果実、ぶどう、かき、バナナ、キウィー、パパイヤ、
アボカド、パイナップル、グアバ、マンゴー、パッションフルーツ、なつめやし及びスパイス以外の
ものをいう。

注12）「その他のナッツ類」とは、ナッツ類のうち、ぎんなん、くり、ペカン、アーモンド及びくる
み以外のものをいう。
注13）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西洋わさび、わさびの根茎、にんにく、とうが
らし、パプリカ、しょうが、レモンの果皮、オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）の果皮、ゆずの
果皮及びごまの種子以外のものをいう。
注14）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの葉、セロリ
の茎及びセロリの葉以外のものをいう。
注15）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外の
ものをいう。
注16）「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分をい
う。
注17）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外のものをいう。
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要 約 

 
ベンゾイルヒドラジン系殺虫剤である「メトキシフェノジド」（CAS 

No.161050-58-4）について、各種資料を用いて食品健康影響評価を実施した。第

7 版の改訂に当たっては、厚生労働省から、作物残留試験（コーヒー豆）の成績

等が新たに提出された。 
評価に用いた試験成績は、動物体内運命（ラット、ヤギ及びニワトリ）、植物

体内運命（水稲、りんご等）、作物等残留、亜急性毒性（ラット、マウス及びイ

ヌ）、慢性毒性（イヌ）、慢性毒性/発がん性併合（ラット）、発がん性（マウス）、

2 世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性、免疫毒性等

である。 

各種毒性試験結果から、メトキシフェノジド投与による影響は、主に血液（貧

血）、肝臓（門脈周囲性肝細胞肥大等：ラット）及び腎臓（腎盂上皮細胞過形成

等：ラット）に認められた。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性、遺伝毒

性及び免疫毒性は認められなかった。 

各種試験結果から、農産物、畜産物及び魚介類中のばく露評価対象物質をメト

キシフェノジド（親化合物のみ）と設定した。 

各試験の無毒性量のうち最小値は、イヌを用いた 1 年間慢性毒性試験の 9.8 
mg/kg 体重/日であったことから、これを根拠として、安全係数 100 で除した

0.098 mg/kg 体重/日を許容一日摂取量（ADI）とした。 

また、メトキシフェノジドの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影

響は認められなかったことから、急性参照用量（ARfD）は設定する必要がない

と判断した。 



 

Ⅰ．評価対象農薬の概要 

１．用途 

殺虫剤 

 
２．有効成分の一般名 

和名：メトキシフェノジド 
英名：methoxyfenozide（ISO 名） 

 
３．化学名 

IUPAC 
和名：N-tert-ブチル-N’-(3-メトキシ-o-トルオイル)-3,5-キシロヒドラジド 

英名：N-tert-butyl-N’-(3-methoxy-o-toluoyl)-3,5-xylohydrazide  

 
CAS（No.161050-58-4） 

和名：3-メトキシ-2-メチル安息香酸 2-(3,5-ジメチルベンゾイル) 

-2-(1,1-ジメチルエチル)ヒドラジド 

英名：3-methoxy-2-methylbenzoic acid 2-(3,5-dimethylbenzoyl) 

-2-(1,1-dimethylethyl)hydrazide 
 

４．分子式 

C22H28N2O3 

 
５．分子量 

368.48 
 

６．構造式 

CH3

O

CH3O

N N

O

CH3

CH3

C(CH3)3H

 
 

７．開発の経緯 

メトキシフェノジドは、米国ローム・アンド・ハース社により開発されたベ

ンゾイルヒドラジン系殺虫剤である。昆虫の幼虫にエクダイソン様の作用を示

し、異常脱皮を促すことにより殺虫効果を現す。 
我が国では 2001 年に初めて農薬登録され、海外では米国、カナダ、中国等

で登録を取得している。 



 

第 7 版では、インポートトレランス設定（コーヒー豆）の要請がなされてい

る。 



 

Ⅱ．安全性に係る試験の概要 

各種運命試験[Ⅱ.１～４]及び後作物残留試験[６.(２)]は、メトキシフェノ

ジドのメチル基を 1 つ有するフェニル基（以下「A 環」という。）の炭素を 14C

で標識したもの（以下「[ari-14C]メトキシフェノジド」という。）、メチル基

を 2 つ有するフェニル基（以下「B 環」という。）の炭素を 14C で標識したも

の（以下「[bri-14C]メトキシフェノジド」という。）及びブチル基の炭素を 14C
で標識したもの（以下「[but-14C]メトキシフェノジド」という。）を用いて実

施された。また、一部の試験は、代謝物の構造を確認するために A 環のカルボ

ニル基の炭素を 13C で標識したもの（以下「[ari-13C]メトキシフェノジド」と

いう。）、B 環のメチル基の炭素を 13C で標識したもの（以下「[bri-13C]メト

キシフェノジド」という。）及びブチル基の炭素を 13C で標識したもの（以下

「[but-13C]メトキシフェノジド」という。）を用いて実施された。放射能濃度

及び代謝物濃度は、特に断りがない場合は比放射能（質量放射能）からメトキ

シフェノジドの濃度（mg/kg 又はg/g）に換算した値として示した。 

代謝物/分解物略称及び検査値等略称は別紙 1 及び 2 に示されている。 

 
１．動物体内運命試験 

（１）ラット 

① 吸収 

a. 血中濃度推移 

SD ラット（一群雌雄各 3 匹）に[ari-14C]メトキシフェノジド、[bri-14C]

メトキシフェノジド又は[but-14C]メトキシフェノジドを 10 mg/kg 体重（以

下［１.(１)］において「低用量」という。）又は 1,000 mg/kg 体重（以下

［１.(１)］において「高用量」という。）で単回経口投与して、血中濃度

推移について検討された。 

血漿中薬物動態学的パラメータは表 1 に示されている。 

血漿中の Tmax は、標識体、投与量、性別にかかわらず 15～30 分であった。

（参照 2、3、7、8） 

 



 

表１ 血漿中薬物動態学的パラメータ 

標識体 [ari-14C]メトキシフェノジド [bri-14C]メトキシフェノジド [but-14C]メトキシフェノジド 

投与量(mg/kg 体重) 10 1,000 10 1,000 10 1,000 

性別 雄 雌 雄 雌 雄 雌 雄 雌 雄 雌 雄 雌 

Cmax（g/g） 0.81 0.59 27.7 29.7 0.80 0.53 35.5 21.9 1.09 0.50 29.4 27.4 

Tmax（hr） 0.25 0.25 0.25 0.25 0.5 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.5 0.25 

T1/2（hr） 
相 0.5 0.2 0.2 0.5 0.6 0.2 0.2 0.2 0.4 0.3 0.2 0.2 

相 26.4 19.6 24.2 22.5 15.2 30.8 25.3 28.8 35.0 31.0 35.6 35.6 

AUC0-168 

（hr・g/ml） 
7.8 6.4 573 517 9.8 6.5 669 498 17.6 8.0 801 664 

 
b. 吸収率 

胆汁中排泄試験[１.(１)④b.]において投与後 72 時間に尿中、胆汁中及び

カーカス1中から回収された放射能の合計から、吸収率は 61.6%～69.6%と算

出された。（参照 2～4、7、8） 

 
② 分布 

SD ラット（一群雌雄各 3 匹）に[ari-14C]メトキシフェノジド又は[but-14C]
メトキシフェノジドを低用量又は高用量で単回経口投与して、体内分布試験

が実施された。 

血漿中 Cmax 時（投与 15 分後）及び 1/2Cmax 時（低用量群で投与 1 時間後、

高用量群で投与 2 時間後）の組織中放射能濃度は、いずれも肝臓で最大であ

り、Cmax 時には低用量群で 9.8～27.0 g/g（4.2%TAR～9.3%TAR）、高用

量群で 368～1,250 g/g（1.5%TAR～4.6%TAR）、1/2Cmax 時には低用量群

で 3.8～6.9 g/g（1.3%TAR～2.9%TAR）、高用量群で 155～284g/g

（0.6%TAR～1.1%TAR）であった。 

また、尿及び糞中排泄試験[１.(１)④a.]において、各試験終了時（投与 5

日後）の組織中残留放射能が測定された結果、肝臓で 0.01%TAR～0.16%TAR

が検出された以外は、いずれの組織中においても 0.01%TAR 未満であった。

（参照 2～4、7、8） 

 
③ 代謝 

尿及び糞中排泄試験[１.(１)④a.]のうち、[ari-14C]メトキシフェノジドの

連続経口投与試験を除く各試験から得られた尿及び糞並びに胆汁中排泄試

験［１.(１)④b.]から得られた胆汁を試料として、代謝物同定・定量試験が

実施された。なお、[ari-14C]メトキシフェノジド、[bri-14C]メトキシフェノ

                                            
1 組織・臓器を取り除いた残渣のことをカー いう（以下同じ。）。 



 

ジド及び[but-14C]メトキシフェノジドを低用量単回経口投与した試験では、

それぞれ代謝物の構造を確認するため、 [ari-13C]メトキシフェノジド、

[bri-13C]メトキシフェノジド及び[but-13C]メトキシフェノジドが用いられた。 

メトキシフェノジドは多くの代謝物に代謝された。未変化のメトキシフェ

ノジドは糞中からのみ検出され、胆汁及び尿中からは検出されなかった。尿

及び糞中には 31 種類の代謝物が検出され、そのうち 26 種類が同定された。

また、胆汁中からは 24 種類の代謝物が検出され、そのうち 12 種類が同定さ

れた。胆汁中からのみ検出された代謝物が 4 種類存在した。 

尿及び糞を合わせて、代謝物 B が 11%TAR～34%TAR、代謝物 F が

14%TAR～24%TAR 存在した。5%TAR 以上存在した化合物は、未変化

のメトキシフェノジド並びに代謝物 B、D、F、H、I、K 及び L であり、

これら 8 化合物で 74%TAR～90%TAR を占めた。胆汁中の主要代謝物

は L 及び Q1（F のグルクロン酸抱合体）であり、それぞれ 13%TAR～

18%TAR 及び 5%TAR～10%TAR 存在し、ほかに代謝物 B、C2、F、H、

M、S、AE、AH、AM 及び AN が 0.11%TAR～3.50%TAR 認められた。代

謝物に投与量及び性別による差はみられなかった。  

 
ラットにおけるメトキシフェノジドの主要代謝経路は、A 環のメトキシ基

の脱メチル化によるフェノール体（B）の生成であった。また、B 環のメチ

ル基の水酸化も主要代謝経路と考えられた。A 環、B 環又は tert-ブチル基の

開裂により生じる代謝物は 2%TAR 未満であったことから、開裂は主要代謝

経路でないと考えられた。（参照 2～4、7、8） 

 
④ 排泄 

a. 尿及び糞中排泄 

SD ラット（一群雌雄各 5 匹）に[ari-14C]メトキシフェノジド若しくは

[but-14C]メトキシフェノジドを低用量若しくは高用量で単回経口投与、

[bri-14C]メトキシフェノジドを低用量で単回経口投与、[ari-14C]メトキシフ

ェノジドを反復経口投与2又は[ari-14C]メトキシフェノジドを低用量で 5 日

間連続経口投与（雌雄各 3 匹）して、尿及び糞中排泄試験が実施された。 
単回投与群では、投与量、標識体にかかわらず排泄パターンは類似してい

た。排泄は速やかであり、投与後 48 時間の尿及び糞中に 90%TAR 以上が排

泄された。投与放射能は主に糞中に排泄され、投与後 24 時間に 58.2%TAR

～77.1%TAR が、試験終了時（5 日後）までに 86.1%TAR～96.8%TAR が糞

中に排泄された。尿中への排泄は試験終了時までに雄で 4.8%TAR～

                                            
2 非標識メトキシフェノジドを 200 ppm で 14 日間混餌投与後、[ari-14C]メトキシフェノジドを
低用量で単回投与。 



 

7.0%TAR、雌で 8.4%TAR～12.5%TAR と雌でやや多かった。反復投与群は

単回投与群と尿及び糞中への排泄率に差はなかった。連続投与群では試験終

了時までに糞中に 66.3%TAR～71.5%TAR、尿中に 4.9%TAR～8.3%TAR が

排泄された。（参照 2～4、7、8） 

 
b. 胆汁中排泄 

胆管カニューレを挿入した SD ラット（一群雌雄各 4 匹）に[ari-14C]メト

キシフェノジドを低用量で単回経口投与して、胆汁中排泄試験が実施された。 

投与後 12 時間の胆汁中に、雄で 49.7%TAR、雌で 22.0%TAR 排泄された。

投与後 72 時間には、雄では胆汁中に 64.4%TAR、尿中に 4.9%TAR、糞中に

26.2%TAR、雌では胆汁中に 38.1%TAR、尿中に 22.0%TAR、糞中に

35.0%TAR 排泄された。（参照 2～4、7、8） 

 
c. 呼気中排泄 

SD ラット（一群雌雄 3 匹）に[ari-14C]メトキシフェノジド、[bri-14C]メト

キシフェノジド又は[but-14C]メトキシフェノジドを高用量単回経口投与し

て、呼気捕集試験が実施された。 

[but-14C]メトキシフェノジド投与群からは、雌雄とも 7 日間捕集した呼気

中に放射能が検出（0.03%TAR～0.11%TAR）されたが、他の標識体投与群

からは検出されなかった。（参照 2～4、7、8） 

 
（２）ヤギ 

泌乳ヤギ（Toggenburg 種：一群 1 頭）に、A 環標識体、B 環標識体及び

ブチル基標識体をそれぞれについて 14C 標識化合物、13C 標識化合物及び非

標識化合物を混合して投与した。投与量は、[ari-14C/13C]メトキシフェノジ

ド（A 環標識体）では 45 mg/kg 飼料相当、[bri-14C/13C]メトキシフェノジド

（B 環標識体）では 32 mg/kg 飼料相当及び[but-14C/13C]メトキシフェノジ

ド（ブチル基標識体）では 61 mg/kg 飼料相当とし、1 日 1 回、7 日間カプセ

ル経口投与（いずれも 75 mg/日に相当）して、動物体内運命試験が実施され

た。 
投与放射能は主に糞中へ排泄され（74.3%TAR～83.7%TAR）、尿中にも

一部（5.0%TAR～7.0%TAR）排泄された。筋肉、脂肪及び乳汁中における

主要成分は未変化のメトキシフェノジドであり、それぞれ 19.3%TRR～

24.7%TRR､68.3%TRR～81.3%TRR 及び 10.9%TRR～35.1%TRR であった。

肝臓及び腎臓における主要成分は代謝物 L であり、それぞれ 22.9%TRR～

29.4%TRR 及び 24.9%TRR～42.3%TRR であった。ほかに、代謝物 AE+F
が乳汁及び腎臓で、AI2 及び Q1 が腎臓で、代謝物 AJ が筋肉で、未同定代

謝物 3 が乳汁で、それぞれ 10%TRR 以上認められた。（参照 5、7、8、29、



 

30） 

 
（３）ニワトリ 

産卵鶏（白色レグホン種、一群 14～15 羽）に、A 環標識体、B 環標識体

及びブチル基標識体をそれぞれについて 14C 標識化合物、13C 標識化合物及

び非標識化合物を混合して投与して、動物体内運命試験が実施された。投与

量は、[ari-14C/13C]メトキシフェノジドでは 5.83 mg/日（57.7 mg/kg 飼料相

当）、[bri-14C/13C]メトキシフェノジドでは 6.05 mg/日（59.9 mg/kg 飼料相

当）及び[but-14C/13C]メトキシフェノジドでは 6.11 mg/日（67.7 mg/kg 飼料

相当）とし、1 日 1 回、7 日間カプセル経口投与された。 

投与放射能は排泄物中（ケージ洗浄液含む）に 84.0%TAR～93.3%TAR 認

められた。脂肪、皮膚及び筋肉における主要成分は未変化のメトキシフェノ

ジドであり、それぞれ 40.3%TRR～54.6%TRR、18.1%TRR～23.1%TRR 及

び 2.14%TRR～21.8%TRR であった。肝臓、腎臓及び卵における主要成分は

代謝物 L であり、肝臓で 4.22%TRR～19.3%TRR、腎臓で 7.56%TRR～

35.7%TRR、卵で 26.5%TRR～30.3%TRR 存在した。ほかに、代謝物 AJ が

皮膚、代謝物 B が脂肪、代謝物 F が皮膚、脂肪及び卵、代謝物 Q1 が腎臓、

筋肉及び卵、並びに未同定代謝物 4 が筋肉でそれぞれ 10%TRR 以上認めら

れた。（参照 5、7、8、29、31） 

 
畜産動物（ヤギ及びニワトリ）におけるメトキシフェノジドの主要代謝経

路は、ラットと同様、メトキシ基の脱メチル化による代謝物 B の生成とそれ

に続くグルクロン酸抱合であると考えられた。 

 
２．植物体内運命試験 

（１）水稲 

水稲（品種：M-202）に、A 環標識体、B 環標識体、ブチル基標識体それ

ぞれについて 14C 標識化合物、13C 標識化合物及び非標識化合物を混合して

散布し、植物体内運命試験が実施された。総散布量は[ari-14C/13C]メトキシ

フェノジドでは 1,040 g ai/ha、 [bri-14C/13C]メトキシフェノジド及び

[but-14C/13C]メトキシフェノジドでは 1,200 g ai/ha とし、それぞれ 36 日間

隔で 2 回散布された。 

水稲試料中残留放射能濃度は表 2 に示されている。 

散布直後から収穫時まで、試料中放射能濃度にほとんど変化はみられなか

った。 

収穫時の玄米中では、未変化のメトキシフェノジドが 52.4%TRR～

58.2%TRR（0.274～0.415 mg/kg）を占めた。また、代謝物 B が 3.2%TRR

～6.6%TRR 検出されたほか、代謝物 C1、C2、H 及び BG が 0.3%TRR～



 

4.1%TRR 検出された。稲わら中では未変化のメトキシフェノジドが

64.7%TRR～68.8%TRR（13.3～29.4 mg/kg）を占め、代謝物 B、C1、C2、

F 及び BG が 0.9%TRR～2.9%TRR 検出された。（参照 2、5、7、8） 

 
表２ 水稲試料中残留放射能濃度 

採取時期* 採取部位 
残留放射能濃度（mg/kg） 

A 環標識体 B 環標識体 ブチル基標識体 
0 日 未成熟穂 7.21 14.2 13.0 

14 日後 未成熟穂 7.52 13.4 10.0 
31 日後 未成熟穂 7.32 10.4 11.2 

62 日後 
（収穫時） 

成熟穂 6.61 10.2 9.36 
玄米 0.524 0.712 0.564 

稲わら 20.6 44.1 37.2 
*：最終散布後の日数 

 
（２）りんご 

りんご（品種：レッドデリシャス）に、[ari-14C]メトキシフェノジド、

[ari-13C]メトキシフェノジド及び非標識メトキシフェノジドを混合して 15

日間隔で 2 回（散布量：1 回目は 1,010 g ai/ha、2 回目は 1,060 g ai/ha）茎

葉散布して、植物体内運命試験が実施された。 

りんご試料中残留放射能濃度は表 3 に示されている。 

果実及び葉中の放射能濃度は 2 回目散布 7 日後まで増加し、その後 36 日

後（葉では 69 日後）まで減少した。 

最終散布 14 日後及び収穫時の果実中では未変化のメトキシフェノジドが

それぞれ 91.3%TRR 及び 90.9%TRR（0.273 及び 0.262 mg/kg）を占めた。

代謝物として C1 及び H が同定されたが、残留量はそれぞれ 1.4%TRR（0.004 

mg/kg）及び 0.08%TRR（0.0003 mg/kg）～0.11%TRR（0.0003 mg/kg）で

あった。（参照 2、5、7、8） 

 
表３ りんご試料中残留放射能濃度 

 残留放射能濃度（mg/kg） 
採取時期* 果実 葉 

0 日 1.58 340 
7 日後 3.44 411 

14 日後 0.23 85 
36 日後 

（収穫時） 0.28 69 

69 日後  43 
*：最終散布後の日数、／：試料採取せず 



 

（３）ぶどう 

ぶどう（品種：Concord）に、[but-14C]メトキシフェノジド、[but-13C]メ

トキシフェノジド及び非標識メトキシフェノジドを混合して 28 日間隔で 2

回（散布量：1 回目は 908 g ai/ha、2 回目は 1,050 g ai/ha）茎葉散布して、

植物体内運命試験が実施された。 

ぶどう試料中残留放射能濃度は表 4 に示されている。 
果実中の放射能濃度は、2 回目散布 10 日後に一旦増加したが、その後 21

日後まで減少した。一方、葉中の放射能濃度は、2 回目散布以降 59 日後まで

減少傾向であった。 

収穫時の果実中では、未変化のメトキシフェノジドが 80.6%TRR（0.597 

mg/kg）を占め、代謝物として BG（3.6%TRR、0.027 mg/kg）及び C1

（2.3%TRR 未満、0.017 mg/kg）が同定された。収穫時の葉中では未変化の

メトキシフェノジドが 85.5%TRR（68.1 mg/kg）を占めた。また、代謝物

C1 及び C2 が確認され、残留量は C1 及び C2 の合計で 0.52%TRR（0.42 

mg/kg）であった。（参照 2、5、7、8） 

 
表４ ぶどう試料中残留放射能濃度 

 残留放射能濃度（mg/kg） 
採取時期* 果実 葉 

0 日 1.96 249 
10 日後 2.65 105 
14 日後 1.31 92 
21 日後 0.542 83 
27 日後 

（収穫時） 0.706 108 

59 日後  37 
*：最終散布後の日数、／：試料採取せず 

 
（４）わた 

わた（品種：DPL50）に、A 環標識体、B 環標識体又はブチル基標識体そ

れぞれについて 14C 標識化合物、13C 標識化合物及び非標識化合物を混合し

て 31 日間隔で 2 回散布（総散布量：[ari-14C/13C]メトキシフェノジドは 2,200 
g ai/ha、[bri-14C/13C]メトキシフェノジドは 2,210 g ai/ha、[but-14C/13C]メ

トキシフェノジドは 2,130 g ai/ha）して、植物体内運命試験が実施された。 

わた試料中残留放射能濃度は表 5 に示されている。 

植物体中の放射能濃度は 2 回目散布直後から収穫時まで減少した。収穫時

の種子全体の放射能濃度は 0.080～0.109 mg/kg であり、その 45.7%TRR～

67.3%TRR が未変化のメトキシフェノジドであった。代謝物としては、種子

綿毛に C2 と想定される化合物が 4.8%TRR 未満認められた。（参照 2、5、



 

7、8） 

 
表５ わた試料中残留放射能濃度 

採取時期 採取部位 
残留放射能濃度（mg/kg） 

A 環標識体 B 環標識体 ブチル基標識体 
1 回目散布直後 未成熟植物 87.1 106 53.0 
2 回目散布直前 未成熟植物 14.1 17.1 13.1 
2 回目散布直後 未成熟植物 94.7 133 89.1 

2 回目散布 7 日後 未成熟植物 72.5 85.6 59.7 
2 回目散布 14 日後 未成熟植物 49.2 69.0 42.9 

2 回目散布 21 日後 
（収穫時） 

成熟植物 16.9 17.4 12.9 
種子全体 0.081 0.109 0.080 

 
メトキシフェノジドの植物における主な代謝経路として、酸化及び脱メチ

ル化による代謝物 C1 及び B の生成とそれに続く酸化、抱合化等による代謝

物 C2、F、H 及び BG の生成が考えられた。 

 
３．土壌中運命試験 

（１）好気的土壌中運命試験 

砂壌土（米国）及び砂質埴壌土（米国）に[ari-14C]メトキシフェノジドを

1 mg/kg 乾土となるように処理し、25℃、暗条件下で揮発性物質を捕集しな

がら最長 365日間インキュベートして、好気的土壌中運命試験が実施された。 

メトキシフェノジドは、処理 365 日後の砂壌土で 58.7%TAR に、砂質埴

壌土で 73.7%TAR に減少した。分解物として、C2 が処理 3 日後から検出さ

れ、処理 365 日後に 1.3%TAR～3.2%TAR 認められた。14CO2 の累積発生量

は、処理 365 日後に 2%TAR～4%TAR であった。処理 365 日後の非抽出放

射能は砂壌土で 35.3%TAR、砂質埴壌土で 15.7%TAR であった。 

[ari-14C]メトキシフェノジドを用いて求めたメトキシフェノジドの推定半

減期は、砂壌土で 336 日、砂質埴壌土で 722 日と算出された。（参照 2） 

 
（２）好気的湛水土壌中運命試験 

砂壌土（米国）及び埴土（米国）に水を加え、[bri-14C]メトキシフェノジ

ド及び[bri-13C]メトキシフェノジドを 0.5 mg/kg の濃度で処理し、25℃、暗

条件下で揮発性物質を捕集しながら最長 365 日間インキュベートして、好気

的湛水土壌中運命試験が実施された。 

処理 365 日後の水中及び土壌中放射能は、砂壌土ではそれぞれ 54.0%TAR

及び 39.0%TAR、埴土ではそれぞれ 2.0%TAR 及び 89.7%TAR であった。メ

トキシフェノジドは、処理 365日後の砂壌土で 70.3%TAR、埴土で 44.8%TAR

に減少し、分解物として B 及び C2 が検出された。 



 

砂壌土において、分解物 B は処理 60 日後に最大 6.7%TAR に達し、処理

365 日後には 2.6%TAR に減少した。分解物 C2 は処理 120 日以降 1.9%TAR

～2.4%TAR の範囲にあった。埴土では、分解物 B は処理 91 日後に最大

15.8%TAR に達し、処理 365 日後には 2.8%TAR に減少した。分解物 C2 は

処理 30 日以降から検出され、処理 365 日後には 0.2%TAR に達した。両土

壌で 4.9%TAR～5.9%TAR が 14CO2 に無機化された。 
水田土壌におけるメトキシフェノジドの推定半減期は、砂壌土及び埴土で

それぞれ 962 及び 387 日と算出された。（参照 2） 

 
（３）嫌気的土壌中運命試験 

14C-メトキシフェノジド（標識位置及び処理量不明）を用いて、25℃、暗

条件下で堆積/水系（粘土及び池水）における 365 日間の嫌気的土壌中運命

試験が実施された。 

この系における分解は遅く、推定半減期は 654 日と算出された。分解物

C2 を含む 4 種類の分解物が少量検出された。試験 365 日後までには

3.2%TAR の累積 14CO2 が発生した。（参照 7、8） 

 
（４）土壌表面光分解試験 

30 日間の土壌中光分解試験が実施された（試験条件不明）。 

暗条件よりも明条件で分解が促進され、明条件及び暗条件での推定半減期

はそれぞれ 173 及び 332 日と算出された。3 種の分解物が検出された。（参

照 7、8） 

 
（５）土壌吸着試験 

4 種類の国内土壌［軽埴土（石川及び茨城）、重埴土（茨城）及び壌質砂

土（宮崎）］を用いた土壌吸着試験が実施された。 

Freundlich の吸着係数 Kads は、軽埴土（石川）で 207、他の 3 土壌で 2.01

～8.62、有機炭素含有率により補正した吸着係数 Kadsoc は、軽埴土（石川）

で 17,000、他の 3 土壌で 134～304 であり、メトキシフェノジドは移動性が

低いと考えられた。軽埴土（石川）では他の土壌に比べ粒子が細かく、土壌

表面積が大きいため吸着係数が高くなったと考えられた。 

また、5 種類の米国土壌（壌土、壌質砂土、砂壌土、シルト質壌土及びシ

ルト質埴土）における吸脱着試験では、Freundlich の吸着係数 Kads は 1.1

～6.2、脱着係数 Kdes（2 回サイクル）は 1.9～13.6、有機炭素含有率により

補正した吸着係数 Kadsoc は 219～922、脱着係数 Kdesoc は 1 回目のサイクル

で 288～1,600、2 回目のサイクルで 361～5,710 であった。（参照 2、5、7、
8） 

 



 

４．水中運命試験 

（１）加水分解試験（緩衝液） 

pH 5（酢酸緩衝液）、pH 7（Tris 緩衝液）及び pH 9（ホウ酸緩衝液）の

各滅菌緩衝液に[but-14C]メトキシフェノジドを 1.0 mg/L となるように添加

し、24.9±1.6℃の暗条件下で最長 30 日間インキュベートして、加水分解試

験が実施された。 
pH 5、7 及び 9 の緩衝液からのメトキシフェノジドの回収率は、試験開始

時点ではそれぞれ 96.8%TAR、98.9%TAR 及び 98.9%TAR、処理 30 日後で

はそれぞれ 94.3%TAR、97.8%TAR 及び 96.5%TAR であった。メトキシフ

ェノジドは加水分解に対して極めて安定であり、pH 5、7 及び 9 における推

定半減期は、それぞれ 587、1,570 及び 695 日と算出された。（参照 2、7、

8） 

 
（２）水中光分解試験（滅菌緩衝液及び自然水） 

pH 6.91 の滅菌 Tris 緩衝液及び pH 6.55 の非滅菌自然水（米国湖水）に

[bri-14C]メトキシフェノジドをそれぞれ 0.5 及び 1.0 mg/L となるように添加

し、25℃の条件下、キセノンランプ光（光強度：168 及び 112 W/m2、波長：

290 nm 以下をフィルターでカット）を最長 30 日間照射して水中光分解試験

が実施された。 

緩衝液中では、メトキシフェノジドは試験終了時（処理 30 日後）に

102%TAR 存在し、推定半減期は 2,170 日と算出された。これは、東京にお

ける春の太陽光下での半減期に換算すると 1,770 日であった。分解物 C2（推

定）が生成したが、最大で 0.6%TAR（処理 21 日後）であった。 

自然水では、メトキシフェノジドは試験終了時で 79.0%TAR 存在し、推定

半減期は 77 日と算出された。これは、東京における春の太陽光下での半減

期に換算すると 62.9 日であった。さらに、試験期間中 7 種類の未知化合物

が確認されたが、いずれも 5%TAR 未満であった。（参照 2、8） 

 
５．土壌残留試験 

火山灰土・壌土（①岩手及び②長野）、沖積土・埴壌土（①石川及び②福島）、

火山灰土・埴壌土（長野）、洪積土・壌土（福島）及び火山灰土・埴土（埼玉）

を用いて、メトキシフェノジド並びに分解物 B 及び C2 を分析対象化合物とし

た土壌残留試験（ほ場及び容器内）が実施された。 

結果は表 6 に示されている。 

分解物 B 及び C2 はほとんど検出されなかった。（参照 2） 

 
 

 



 

表６ 土壌残留試験成績 

試験 濃度* 土壌 
推定半減期（日） 

メトキシ 
フェノジド 

メトキシフェノジド 
＋分解物 B、C2 

ほ

場

試

験 

水田 
200D 

g ai/ha 
×3 

火山灰土・壌土① 6 7 
沖積土・埴壌土① 9 9 
沖積土・埴壌土② 10 10 

火山灰土・埴壌土 6 7 

畑地 
400SC 

g ai/ha 
×3 

洪積土・壌土 24 26 
火山灰土・壌土② 21 18 

火山灰土・埴土 42 45 

沖積土・埴壌土① 21 24 

容

器

内

試

験 

湛水 
状態 

0.2 mg/kg 

火山灰土・壌土① 27 64 
沖積土・埴壌土① 47 60 
沖積土・埴壌土② 42 60 
火山灰土・埴壌土 44 72 

畑水分

状態 
0.4 mg/kg 

洪積土・埴土 65 70 
火山灰土・埴壌土 35 42 

火山灰土・埴土 67 69 

沖積土・埴壌土① 52 61 
*：ほ場試験では D：粉剤、SC：フロアブル剤、容器内試験では純品を使用 

 
６．作物等残留試験 

（１）作物残留試験 

メトキシフェノジド並びに代謝物 B 及び C1 を分析対象化合物とした国内

作物残留試験並びにメトキシフェノジドを分析対象化合物とした海外作物

残留試験が実施された。 

結果は別紙 3 及び 4 に示されている。 

国内におけるメトキシフェノジドの最大残留値は、最終散布 7 日後に収穫

した茶（荒茶）の 35.3 mg/kg であり、代謝物 B 及び C1 の最大残留値は、B

では最終散布 28 日後に収穫した水稲（稲わら）の 0.24 mg/kg、C1 では最

終散布 14 日後に収穫した水稲（稲わら）の 0.05 mg/kg であった。可食部に

おける最大残留値は、B では最終散布 7 日後に収穫した茶（荒茶）の 0.06 

mg/kg、C1 では最終散布 7 及び 14 日後に収穫した茶（荒茶）の 0.03 mg/kg

であった。海外におけるメトキシフェノジドの最大残留値は、最終散布 1 日

後に収穫したラズベリー（果実）及び最終散布 3 日後に収穫したブラックベ

リー（果実）の 2.5 mg/kg であった。（参照 2、15、18、19、24、29、32、

48～50、54、55） 

 



 

（２）後作物残留試験 

[ari-14C]メトキシフェノジド及び[ari-13C]メトキシフェノジド、[bri-14C]

メトキシフェノジド及び[bri-13C]メトキシフェノジド、 [but-14C]メトキシフ

ェノジド及び[but-13C]メトキシフェノジド並びに非標識メトキシフェノジ

ドを混合して 5%乳剤を調整し、砂壌土に 2,250 g ai/ha（750 g ai/ha を 3～

4 日間隔で 3 回）の処理量で直接散布した後、最終処理 31、91 及び 364 日

後にそれぞれカラシ、はつかだいこん及び冬小麦を植え付け、後作物残留試

験が実施された。試料として、植え付け 33～157 日後の未成熟植物、カラシ

及びはつかだいこんでは植え付け 47～170 日後、冬小麦では 226～257 日後

の成熟植物が用いられた。 

メトキシフェノジドの残留値は、それぞれの試料中で植え付け 31 日後に

最大となり、カラシの葉、はつかだいこんの葉及び根、冬小麦の茎葉及び茎

で 0.009～0.033 mg/kg 存在し、その後減少した。（参照 5、7、8） 

 

（３）乳汁移行試験 

ホルスタイン種泌乳牛（3 頭）を用い、メトキシフェノジドを 16 mg/頭/

日（1 日摂取量の 4 倍量）で 7 日間連続強制カプセル経口投与し、メトキシ

フェノジド及び代謝物 B を分析対象化合物とした乳汁移行試験が実施され

た。 

投与開始日から最終投与 7 日後まで搾乳した試料中において、メトキシフ

ェノジド及び代謝物 B は全て定量限界（0.01 mg/kg）未満であった。（参照

2） 

 
（４）畜産物残留試験 

① ウシ 

泌乳牛（ホルスタイン種、一群雌 3～4 頭）にメトキシフェノジドを 1 日 1

回、28 日間カプセル経口投与［0、15（予想飼料負荷量）、45（3 倍量）及

び 150（10 倍量）mg/kg 飼料］して、メトキシフェノジド及び代謝物 L（肝

臓及び腎臓のみ）を分析対象化合物とした畜産物残留試験が実施された。乳

汁は 1 日 2 回採取し、最終投与後 24 時間以内にと殺して肝臓、腎臓、筋肉

及び脂肪を採取した。また、10 倍量投与群では休薬試験群（1 頭）を併せて

設定し、最終投与 7 日後にと殺して、試料が採取された。 

結果は別紙 5-①に示されている。 

乳汁中におけるメトキシフェノジド濃度は、10 倍量投与群で投与 7 日後に

最大値 0.050 g/g を示し、それ以降は定常状態に達し、7 日間の休薬後に定

量限界（0.01 g/g）未満となった。 
肝臓においては全投与群で、腎臓及び脂肪においては 3 及び 10 倍量投与

群で、メトキシフェノジド又は代謝物 L の残留が認められ、投与量に応じた



 

残留量の増加が認められた。各組織におけるメトキシフェノジドの最大残留

値は、肝臓、腎臓及び脂肪でそれぞれ 0.130、0.027 及び 0.285 g/g、代謝

物 L の最大残留値は、肝臓及び腎臓でそれぞれ 0.147 及び 0.042 g/g であっ

た。筋肉における残留は全投与群で定量限界（0.01 g/g）未満であった。（参

照 29、33、34） 

 
② ニワトリ 

産卵鶏（白色レグホン種、一群雌 10～12 羽）にメトキシフェノジドを 1

日 1 回、28 日間カプセル経口投与［0、2（予想飼料負荷量）、6（3 倍量）

及び 20（10 倍量）mg/kg 飼料］し、メトキシフェノジド及び代謝物 L（卵

及び肝臓のみ）を分析対象化合物とした畜産物残留試験が実施された。卵は

1 日 2 回採取し、最終投与後 24 時間以内にと殺して肝臓、脂肪、胸筋及び

大腿筋を採取した。また、10 倍量投与群では休薬試験群（3 羽）を併せて設

定し、最終投与 7 日後にと殺して、試料が採取された。 

結果は別紙 5-②に示されている。 

卵中におけるメトキシフェノジド及び代謝物 L の残留値は、いずれの投与

群においても定量限界（0.01 g/g）未満であった。 

肝臓において、3 及び 10 倍量投与群で代謝物 L がメトキシフェノジド換

算でそれぞれ 0.011 及び 0.021 g/g 認められた。メトキシフェノジドは肝臓、

筋肉及び脂肪のいずれの投与群においても定量限界（0.01 g/g）未満であっ

た。（参照 29、35） 

 
（５）魚介類における最大推定残留値 

メトキシフェノジドの公共用水域における水産 PEC 及び BCF を基に、魚

介類の最大推定残留値が算出された。 

メトキシフェノジドの水産 PEC は 0.33 g/L、BCF は 10、魚介類におけ

る最大推定残留値は 0.017 mg/kg であった。（参照 11） 

 
（６）推定摂取量 

別紙 3 の作物残留試験及び別紙 5 の畜産物残留試験の分析値並びに魚介類

における最大推定残留値を用いて、メトキシフェノジドをばく露評価対象物

質とした際に食品中から摂取される推定摂取量が表 7 に示されている（別紙

6 参照）。 

なお、本推定摂取量の算定は、登録又は申請された使用方法からメトキシ

フェノジドが最大の残留を示す使用条件で、全ての適用作物に使用され、か

つ、魚介類への残留が上記の最大推定残留値を示し、加工・調理による残留

農薬の増減が全くないとの仮定の下に行った。 



 

表７ 食品中から摂取されるメトキシフェノジドの推定摂取量 

 国民平均 
(体重：55.1kg) 

小児(1～6 歳) 
(体重：16.5kg) 

妊婦 
(体重：58.5kg) 

高齢者(65 歳以上) 
(体重：56.1kg) 

摂取量 
(g/人/日) 319 140 266 368 

 
７．一般薬理試験 

ラット、マウス、ウサギ及びイヌを用いた一般薬理試験が実施された。 

結果は表 8 に示されている。（参照 2） 

 
表８ 一般薬理試験概要 

試験の種類 動物種 
動物数 

/群 

投与量 
(mg/kg 体重) 
(投与経路)* 

最大 
無作用量 

(mg/kg 体重) 

最小 
作用量 

(mg/kg 体重) 
結果の概要 

一般状態 
(Irwin 法) 

ICR 
マウス 

雄 5 
雌 5 

0､20､200､2,000 
(経口) 

2,000 － 
投与による 
影響なし 

中 
枢 
神 
経 
系 

自発運動 
ICR 

マウス 雄 5 
0､20､200､2,000 

(経口) 
2,000 － 

投与による 
影響なし 

へキソバルビ

タール睡眠 
ICR 

マウス 雄 5 
0､20､200､2,000 

(経口) 
2,000 － 

投与による 
影響なし 

最大電撃 
痙攣 

ICR 
マウス 

雄 5 
0､20､200､2,000 

(経口) 
2,000 － 

投与による 
影響なし 

鎮痛作用 
ICR 

マウス 雄 5 
0､20､200､2,000 

(経口) 
2,000 － 

投与による 
影響なし 

体温 
SD 

ラット 雄 5 
0､20､200､2,000 

(経口) 
2,000 － 

投与による 
影響なし 

骨格筋 
(懸垂試験) 

ICR 
マウス 雄 5 

0､20､200､2,000 
(経口) 

2,000 － 
投与による 
影響なし 

自律神経系 
(瞳孔径) 

SD 
ラット 

雄 5 
0､20､200､2,000 

(経口) 
2,000 － 

投与による 
影響なし 

呼吸・循環器系 
ビーグル 

犬 
雄 3 

0､3､10､30 
(静脈内) 

10 30 
呼吸数激増、

呼吸不全のた

め 2 例死亡 
消化器系 

(胃腸管内輸送能) 
SD 

ラット 
雄 5 

0､20､200､2,000 
(経口) 

2,000 － 
投与による 
影響なし 

血

液 
系 

溶血性 
日本 

白色種 
ウサギ 

雄 3 
0､0.001､0.01､ 
0.1､1 mg/ml 

(in vitro) 
0.1 mg/ml 1 mg/ml 

1 mg/ml で 
1.8% の 溶 血

率 

血液凝固系 
日本 

白色種 
ウサギ 

雄 3 
0､20､200､2,000 

(経口) 
2,000 － 

投与による 
影響なし 

*：溶媒には、溶血性試験では 1%アラビアゴム、ほかは全て PEG が用いられた。 
－：最小毒性量は設定できず 

 



 

８．急性毒性試験 

（１）急性毒性試験 

メトキシフェノジド（原体）及び代謝物 B を用いた急性毒性試験が実施さ

れた。 

各試験の結果は表 9 及び 10 に示されている。（参照 2、3、5～8） 

 
表９ 急性毒性試験結果概要（原体） 

投与 
経路 

動物種 
LD50（mg/kg 体重） 

観察された症状 
雄 雌 

経口 

SD ラット 
雌雄各 6 匹 >5,000 >5,000 

投与量：雌雄 5,000 mg/kg 体
重 
雄：下痢（投与 2 時間後 1 例） 
雌雄：糞中に白色物質（投与

4 時間後～2 日後） 
 
死亡例なし 

ICR マウス 
雌雄各 6 匹 >5,000 >5,000 

投与量：雌雄 5,000 mg/kg 体
重 
 
症状及び死亡例なし 

経皮 
SD ラット 
雌雄各 6 匹 >5,000 >5,000 症状及び死亡例なし 

吸入 
SD ラット 
雌雄各 6 匹 

LC50（mg/L） 
症状及び死亡例なし 

>4.3 >4.3 

 

表 10 急性毒性試験結果概要（代謝物 B） 

投与 
経路 

動物種 
LD50（mg/kg 体重） 

観察された症状 
雄 雌 

経口 
ICR マウス 
雌雄各 6 匹 >5,000 >5,000 症状及び死亡例なし 

 
（２）急性神経毒性試験 

SD ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた単回強制経口投与（原体：0、500、

1,000 及び 2,000 mg/kg 体重）による急性神経毒性試験が実施された。 

神経行動学的検査において、2,000 mg/kg 体重投与群の雄で平均後肢握力

の低下が認められたが、他の検査項目に異常が認められなかったこと等によ

り、偶発的な所見と考えられた。また、神経病理学的検査においては、検体

投与に関連した肉眼的及び組織学的所見は認められなかった。 

本試験において、いずれの投与群においても毒性所見は認められなかった

ことから、無毒性量は本試験の最高用量 2,000 mg/kg 体重と考えられた。急

性神経毒性は認められなかった。（参照 2～8） 

 



 

９．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験 

NZW ウサギを用いた眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験が実施された。メト

キシフェノジドは眼に対し軽度の刺激性を示したが、皮膚に対する刺激性は認

められなかった。 

Hartley モルモットを用いた皮膚感作性試験（Maximization 法）が実施さ

れた。皮膚感作性は認められなかった。（参照 2、3、5、7、8） 

 
１０．亜急性毒性試験 

（１）90 日間亜急性毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌投与（原体：0、50、250、

1,000、5,000 及び 20,000 ppm：平均検体摂取量は表 11 参照）による 90 日

間亜急性毒性試験が実施された。 

 
表 11 90 日間亜急性毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 50 ppm 250 ppm 1,000 ppm 5,000 ppm 20,000 ppm 

平均検体摂取量

（mg/kg 体重/日） 
雄 3.4 17.0 69.3 353 1,370 
雌 3.7 19.1 72.4 379 1,530 

 
20,000 ppm 投与群の雌で RBC、Hb 及び Ht 減少並びに肝比重量3増加が

認められた。5,000 ppm 以上投与群の雌雄で門脈周囲性肝細胞肥大、同群の

雄で肝比重量増加が認められた。 
本試験において、5,000 ppm 以上投与群の雌雄で門脈周囲性肝細胞肥大等

が認められたことから、無毒性量は雌雄とも 1,000 ppm（雄：69.3 mg/kg

体重/日、雌：72.4 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 2～5、8） 

 
（２）90 日間亜急性毒性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌投与（原体：0、70、700、
2,500 及び 7,000 ppm：平均検体摂取量は表 12 参照）による 90 日間亜急性

毒性試験が実施された。 

 
表 12 90 日間亜急性毒性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 70 ppm 700 ppm 2,500 ppm 7,000 ppm 

平均検体摂取量

（mg/kg 体重/日） 
雄 11.9 113 428 1,150 
雌 17.4 165 589 1,740 

 
本試験において、いずれの投与群においても毒性影響は認められなかった

ことから、無毒性量は雌雄とも本試験の最高用量 7,000 ppm（雄：1,150 

                                            
3 体重比重量を比重量という（以下同じ。）  



 

mg/kg 体重/日、雌：1,740 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 2
～5、8） 

 
（３）90 日間亜急性毒性試験（イヌ） 

ビーグル犬（一群雌雄各 4 匹）を用いた混餌投与（原体：0、15、50、500

及び 5,000 ppm：平均検体摂取量は表 13 参照）による 90 日間亜急性毒性試

験が実施された。 

 
表 13 90 日間亜急性毒性試験（イヌ）の平均検体摂取量 

投与群 15 ppm 50 ppm 500 ppm 5,000 ppm 

平均検体摂取量

（mg/kg 体重/日） 
雄 0.6 2.0 21.4 198 
雌 0.6 1.9 20.4 209 

 
5,000 ppm 投与群の雄で RBC 及び Hb 減少、MetHb の増加（投与 87 日）

がみられたが、雌ではいずれの投与群においても検体投与の影響はみられな

かった。 

15 ppm 投与群については、試験終了時（試験開始 13 週後）にさらに検体

濃度を 15,000 ppm として 6 週間飼育したが（平均検体摂取量：雄 422 mg/kg

体重/日、雌 460 mg/kg 体重/日）、この群に投与に関連した明らかな影響は

認められなかった。 

本試験において、5,000 ppm 投与群の雄で RBC 減少等が認められ、雌で

は毒性所見が認められなかったことから、無毒性量は雄で 500 ppm（21.4 

mg/kg 体重/日）、雌で本試験の最高用量 5,000 ppm（209 mg/kg 体重/日）

であると考えられた。（参照 2） 

 
（４）14 日間亜急性毒性試験（イヌ）①＜参考資料4＞ 

ビーグル犬（一群雌雄各 2 匹）を用いた混餌投与（原体：0、300、3,500、
7,000、15,000 及び 30,000 ppm：平均検体摂取量は表 14 参照）による 14

日間亜急性毒性試験が実施された。 

 
表 14 14 日間亜急性毒性試験（イヌ）①の平均検体摂取量 

投与群 300 ppm 3,500 ppm 7,000 ppm 15,000 ppm 30,000 ppm 

平均検体摂取量

（mg/kg 体重/日） 
雄 13.2 155 296 590 1,210 
雌 15.1 134 287 600 1,170 

 
検体投与に関連した死亡及び一般状態の変化は認められなかった。 

                                            
4 用量設定のための予備試験であり、使用動物数が少なく、病理組織学的検査も実施されていな
いことから参考資料とした。 



 

本試験において、投与 14 日後に MetHb が測定されたが、検体投与による

影響は認められなかった。 

30,000 ppm 投与群の雌で投与 1 週に摂餌量が対照群に比べ 23%減少した

が、その後は回復した。7,000 ppm 以上投与群の雌雄で T.Bil の増加が認め

られ、3,500 ppm 以上投与群の雌雄で Hb、RBC、Ht 及び MCHC の減少並

びに脾絶対及び比重量増加が認められた。（参照 29、36） 

 
（５）14 日間亜急性毒性試験（イヌ）②＜参考資料5＞ 

ビーグル犬（一群雌雄各 2 匹）を用いた混餌投与（原体：0、500、5,000、

15,000 及び 30,000 ppm：平均検体摂取量は表 15 参照）による 14 日間亜急

性毒性試験が実施された。 

 
表 15 14 日間亜急性毒性試験（イヌ）②の平均検体摂取量 

投与群 500 ppm 5,000 ppm 15,000 ppm 30,000 ppm 

平均検体摂取量

（mg/kg 体重/日） 
雄 17.8 202 509 1,000 
雌 19.5 196 757 1,190 

 
検体投与に関連した死亡及び一般状態の変化は認められなかった。 

15,000 ppm 以上投与群の雌で RBC、Hb 及び Ht の減少、MetHb（投与

16 日後）及び Ret の増加並びに有核赤血球及びハインツ小体の出現が認め

られた。また、同投与群の雄で有核赤血球が認められた。病理組織学的検査

において、15,000 ppm 以上投与群の雌でクッパー細胞色素沈着が認められ、

この色素は鉄染色でへモジデリンと確認された。（参照 29、37） 

 
（６）90 日間亜急性神経毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌投与（原体：0、200、2,000

及び 20,000 ppm：平均検体摂取量は表 16 参照）による 90 日間亜急性神経

毒性試験が実施された。 

 
表 16 90 日間亜急性神経毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 200 ppm 2,000 ppm 20,000 ppm 

平均検体摂取量

（mg/kg 体重/日） 
雄 13 130 1,320 
雌 16 159 1,580 

 
本試験において、いずれの投与群においても毒性影響は認められなかった

ことから、無毒性量は雌雄とも本試験の最高用量 20,000 ppm（雄：1,320 
mg/kg 体重/日、雌：1,580 mg/kg 体重/日）であると考えられた。亜急性神

                                            
5 用量設定のための予備試験であり、使用動 少ないことから、参考資料とした。 



 

経毒性は認められなかった。（参照 2、3、6～8） 

 
（７）28 日間亜急性経皮毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた経皮投与（原体：0、75、300 及

び 1,000 mg/kg 体重/日、6 時間/日、5 日/週、計 20 日）による 28 日間亜急

性経皮毒性試験が実施された。 
1,000 mg/kg 体重/日投与群の雄で投与 4 週に摂餌量の有意な低下が認めら

れたが、持続的な変化ではないことから毒性学的意義のある影響とは考えら

れなかった。そのほか、検体投与に関連した変化は認められなかった。 

本試験における無毒性量は、雌雄とも本試験の最高用量 1,000 mg/kg 体重

/日であると考えられた。（参照 3～8、29、38） 

 
１１．慢性毒性試験及び発がん性試験 

（１）１年間慢性毒性試験（イヌ） 

ビーグル犬（一群雌雄各 4 匹）を用いた混餌投与（原体：0、60、300、

3,000 及び 30,000 ppm：平均検体摂取量は表 17 参照）による 1 年間慢性毒

性試験が実施された。 

 
表 17 １年間慢性毒性試験（イヌ）の平均検体摂取量 

投与群 60 ppm 300 ppm 3,000 ppm 30,000 ppm 

平均検体摂取量

（mg/kg 体重/日） 
雄 2.2 9.8 106 1,150 
雌 2.2 12.6 111 1,200 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 18 に示されている。 

肝マクロファージの色素沈着には鉄染色によりヘモジデリンの存在が確

認された。骨髄の細胞密度の増加は、脂肪性空胞の減少及び RBC（造血系細

胞含む）の増加によるものであった。 
本試験において、3,000 ppm 以上投与群の雌雄で RBC 減少等が認められ

たことから、無毒性量は雌雄とも 300 ppm（雄：9.8 mg/kg 体重/日、雌：12.6 

mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 2～5、7、8） 

 



 

表 18 １年間慢性毒性試験（イヌ）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
30,000 ppm ・有核赤血球増加 

・MetHb 増加（投与 3 か月以降） 
・肝及び甲状腺絶対及び比重量増

加 
・肝及び脾マクロファージ色素沈

着増加 
・骨髄細胞密度の増加 

・PLT 増加 
・有核赤血球増加 
・MetHb 増加（投与 3 か月以降） 
・MCV 及び MCH 増加 
・肝及び脾マクロファージ色素沈

着増加 
・骨髄細胞密度の増加 

3,000 ppm 
以上 

・RBC 減少、PLT 増加 
・T.Bil 増加 

・RBC、Ht 及び Hb 減少 
・T.Bil 増加 

300 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 

 
（２）２年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 70 匹）を用いた混餌投与（原体：0、200、8,000

及び 20,000 ppm：平均検体摂取量は表 19 参照）による 2 年間慢性毒性/発

がん性併合試験が実施された。 

 
表 19 ２年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 200 ppm 8,000 ppm 20,000 ppm 

平均検体摂取量

（mg/kg 体重/日） 
雄 10.2 411 1,050 
雌 11.9 491 1,250 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 20 に示されている。 

20,000 ppm 投与群の雄で慢性進行性腎症により生存率の低下が認められ

たため、生存数が 17 匹となった試験 89 週にこの群の生存動物は全てと殺さ

れた。その他の投与群でも生存数が 16匹に減少した時点でと殺されたため、

群によって投与期間は 95～99 週となった。 
雄で認められた慢性進行性腎症は、20,000 ppm 投与群の雌でも発生頻度

が増加傾向を示した。同群の雌ではさまざまな組織（心臓、動脈、腎臓及び

胃）への鉱質沈着、線維性骨異栄養症、胃の炎症等が認められたが、これら

は慢性進行性腎症に起因する二次的変化と考えられた。また、20,000 ppm

投与群の雌で肝細胞腺腫の発生頻度が有意に増加（全動物で 5.7%）したが、

変異肝細胞巣の増加等を伴わず、発生頻度が背景データの範囲内（1.4%～

21.7%）であったことから、偶発的な変化と考えられた。200 及び 8,000 ppm

投与群の雌で乳腺腺癌が対照群に比べ有意に増加（全動物でそれぞれ 25%及

び 23%）したが、用量相関性が認められず、発生頻度が背景データの範囲内

（0%～32%）であったことから、偶発的な変化と考えられた。 

本試験において、8,000 ppm 以上投与群の雌雄で RBC 減少等が認められ

たことから、無毒性量は雌雄とも 200 ppm（雄：10.2 mg/kg 体重/日、雌：



 

11.9 mg/kg 体重/日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。

（参照 2～8） 

 
表 20 ２年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
20,000 
ppm 

・生存率低下 
・MetHb 増加（投与 54 週以降） 
・肝絶対重量増加 
・慢性進行性腎症 

・体重増加抑制（投与 61 週以降） 
・Ht 及び Hb 減少 
・PLT 増加 
・MetHb 増加（投与 95 週） 
・肝及び腎比重量増加 
・副腎絶対及び比重量増加 
・甲状腺ろ胞細胞肥大及びコロイ

ド変化 
・腎盂上皮細胞過形成 

8,000 ppm 
以上 

・RBC、Ht 及び Hb 減少 
・GGT 増加 
・肝比重量増加 
・門脈周囲性肝細胞肥大 
・甲状腺ろ胞細胞肥大及びコロイ

ド変化 

・RBC 減少 
・GGT 増加 
・門脈周囲性肝細胞肥大 

200 ppm 毒性所見なし 毒性所見なし 

 
（３）18 か月間発がん性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雌雄各 60 匹）を用いた混餌投与（原体：0、70、2,800

及び 7,000 ppm：平均検体摂取量は表 21 参照）による 18 か月間発がん性試

験が実施された。 

 
表 21 18 か月間発がん性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 70 ppm 2,800 ppm 7,000 ppm 

平均検体摂取量

（mg/kg 体重/日） 
雄 10.0 405 1,020 
雌 12.8 529 1,350 

 
死亡率には、対照群と投与群で差は認められなかった。体重、摂餌量、血

液学的検査、臓器重量、肉眼的及び組織学的病理検査いずれにおいても投与

に関連した変化は認められなかった。 

本試験における無毒性量は、雌雄とも本試験の最高用量 7,000 ppm（雄：

1,020 mg/kg 体重/日、雌：1,350 mg/kg 体重/日）であると考えられた。発が

ん性は認められなかった。（参照 2～8） 

 
１２．生殖発生毒性試験 

（１）２世代繁殖試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 30 匹）を用いた混餌投与（原体：0、200、2,000



 

及び 20,000 ppm：平均検体摂取量は表 22 参照）による 2 世代繁殖試験が実

施された。 

 
表 22 ２世代繁殖試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 200 ppm 2,000 ppm 20,000 ppm 

平均検体摂取量 
（mg/kg 体重/日） 

P 世代 
雄 15.4 153 1,550 
雌 17.9 181 1,820 

F1 世代 
雄 19.1 193 1,960 
雌 20.4 203 2,040 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 23 に示されている。 
本試験において、親動物では 2,000 ppm 以上投与群の雄で肝比重量増加、

雌で肝細胞肥大が認められ、児動物では検体投与の影響が認められなかった

ことから、無毒性量は親動物の雌雄で 200 ppm（P 雄：15.4 mg/kg 体重/日、

P 雌：17.9 mg/kg 体重/日、F1 雄：19.1 mg/kg 体重/日、F1 雌：20.4 mg/kg

体重/日）、児動物で本試験の最高用量 20,000 ppm（P 雄：1,550 mg/kg 体

重/日、P 雌：1,820 mg/kg 体重/日、F1 雄：1,960 mg/kg 体重/日、F1 雌：2,040 
mg/kg 体重/日）であると考えられた。繁殖能に対する影響は認められなかっ

た。（参照 2） 

 
表 23 ２世代繁殖試験（ラット）で認められた毒性所見 

 投与群 
親：P、児：F1 親：F1、児：F2 

雄 雌 雄 雌 

親

動

物 

20,000 ppm ・体重増加抑制 
（投与 8 週以降） 

・肝絶対重量増加 
・肝細胞肥大 

・肝絶対及び比重

量増加 
・クッパー細胞色

素沈着 

・肝絶対及び比重

量増加 
・肝細胞肥大及び

空胞化 

・肝絶対及び比重

量増加 

2,000 ppm 
以上 

・肝比重量増加 ・肝細胞肥大 2,000 ppm 以下 
毒性所見なし 

・肝細胞肥大 

200 ppm 毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 

児

動

物 

20,000 ppm 
以下 

毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 

 
（２）発生毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌 25 匹）の妊娠 6～15 日に強制経口投与（原体：0、100、

300 及び 1,000 mg/kg 体重/日、溶媒：0.5%CMC 溶液）して、発生毒性試験

が実施された。 
本試験において、いずれの投与群においても検体投与による毒性影響は認

められなかったことから、無毒性量は母動物及び胎児とも本試験の最高用量



 

1,000 mg/kg 体重/日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参

照 2～8） 

 
（３）発生毒性試験（ウサギ） 

NZW ウサギ（一群雌 16 匹）の妊娠 7～19 日に強制経口投与（原体：0、

100、300 及び 1,000 mg/kg 体重/日、溶媒：0.5%MC 溶液）して、発生毒性

試験が実施された。 

本試験において、いずれの投与群においても検体投与による毒性影響は認

められなかったことから、母動物及び胎児とも本試験の最高用量 1,000 

mg/kg 体重/日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照 2

～8） 

 
１３．遺伝毒性試験 

メトキシフェノジド原体の細菌を用いた復帰突然変異試験、チャイニーズハ

ムスター卵巣由来細胞（CHO）を用いた Hgprt 遺伝子突然変異試験及び染色

体異常試験並びに ICR マウスを用いた小核試験が実施された。 

結果は表 24 に示されている。 

いずれの試験結果も陰性であったことから、メトキシフェノジドに遺伝毒性

はないものと考えられた。（参照 2～5、7、8、29） 



 

表 24 遺伝毒性試験概要（原体） 

試験 対象 処理濃度・投与量 結果 

in 
vitro 

復帰突然 
変異試験 

Salmonella 
typhimurium 
（TA98､TA100､
TA1535､TA1537 株） 

①50～5,000 g/プレート（+/-S9） 
②160～1,600 g/プレート（+/-S9） 

陰性 

復帰突然 
変異試験 

Escherichia coli  
（WP2 uvrA 株） 

①156～5,000 g/プレート（+/-S9） 陰性 

遺伝子突然 
変異試験（Hgprt

遺伝子） 

チャイニーズハムスタ

ー卵巣由来細胞（CHO） 
0.5～100 g/mL（+/-S9） 
（5 時間処理） 

陰性 

染色体異常 
試験 

チャイニーズハムスタ

ー卵巣由来細胞（CHO） 

①50､100､150 g/mL（-S9） 
（12 時間処理、6 時間培養後標本作

製） 
②50､100､150 g/mL（-S9） 
（22 時間処理、20 時間培養後標本

作製） 
③50、100、150 g/mL（+S9） 
（2 時間処理、16 時間培養後標本作

製） 
④50、100、150 g/mL（+S9） 
（2 時間処理、40 時間培養後標本作

製） 

陰性 

in 
vivo 

小核試験 
ICR マウス（骨髄細胞） 
（一群雌雄各 5～7 匹） 

500､2,500､5,000 mg/kg 体重 
（単回経口投与） 
（処理 24 及び 48 時間後標本作成） 

陰性 

注）+/-S9：代謝活性化系存在下及び非存在下 

 
主として動物、植物及び土壌由来の代謝物 B 及び C2 の細菌を用いた復帰突

然変異試験、チャイニーズハムスター卵巣由来細胞（CHO-K1）を用いた遺伝

子突然変異試験並びにヒトリンパ球を用いた染色体異常試験が実施された。 

結果は表 25 に示されているとおり、全て陰性であった。（参照 2、29、39
～43） 



 

表 25 遺伝毒性試験概要（代謝物） 

被験

物質 
試験 対象 処理濃度・投与量 結果 

代謝

物 B 
in 

vitro 

復帰突然 
変異試験 

S. typhimurium 
（TA98､TA100､TA102､
TA1535､TA1537 株） 

①50～5,000 g/プレート（+/-S9） 
②160～1,600 g/プレート

（+/-S9） 
陰性 

遺伝子突然

変異試験

（Hgprt 遺伝

子） 

チャイニーズハムスター

卵巣由来細胞（CHO-K1） 

①112～3,580 g/mL（+/-S9） 
②113～3,580 g/mL（+/-S9） 
（4 時間処理） 

陰性 

染色体異常 
試験 

ヒト末梢血リンパ球 

450､900､1,800 g/mL 
①+S9（2%）及び-S9：3.5 時間処

理、20.5 時間培養後標本作製 
②-S9：24 時間処理後標本作製 
③+S9（4%）：3.5 時間処理、20.5
時間培養後標本作製 

陰性 

代謝

物 C2 
in 

vitro 

復帰突然 
変異試験 

S. typhimurium 
（TA98､TA100､TA102､
TA1535､TA1537 株） 

①156～5,000 g/プレート

（+/-S9） 
②51.2～5,000 g/プレート

（+/-S9） 

陰性 

遺伝子突然

変異試験

（Hgprt 遺伝

子） 

チャイニーズハムスター

卵巣由来細胞（CHO-K1） 
125～3,990 g/mL（+/-S9） 
（4 時間処理） 

陰性 

染色体異常 
試験 

ヒト末梢血リンパ球 

998、2,000、3,990 g/mL 
①+S9（2%）及び-S9：3.5 時間処

理、20.5 時間培養後標本作製 
②-S9：24 時間処理後標本作製 
③+S9（4%）：3.5 時間処理、20.5
時間培養後標本作製 

陰性 

注）+/-S9：代謝活性化系存在下及び非存在下 

 
１４．その他の試験 

（１）イヌにおける血液毒性回復性試験 

イヌを用いた 1 年間慢性毒性試験[11.(１)]で観察された血液学的影響に

ついて、可逆性又は回復性の有無及び時期を調べるため、ビーグル犬（一群

雄 4 匹）を用いた混餌投与（原体：0 及び 30,000 ppm）による回復試験が

実施された。投与期間は 4 週間とし、その後 4 週間基礎試料を与え、回復期

間とされた。 

検体投与終了時（試験開始 4 週後）には、投与群で RBC 及び Hb 低下並

びに MetHb 増加が認められたが、回復期間終了時には、検体投与群と対照



 

群の間で血液学的検査項目に差は認められなかった。 
以上より、メトキシフェノジドのイヌにおける血液毒性は、検体の投与中

止後 4 週間以内に回復すると考えられた。（参照 2、3、7、8） 

 
（２）肝薬物代謝酵素誘導能及び甲状腺機能試験（ラット） 

ラットを用いた 90 日間亜急性毒性試験[10.(１)]の用量設定試験（試験期

間 2 週間、最小毒性量 1,000 ppm）、90 日間亜急性毒性試験（最小毒性量

5,000 ppm）及び 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験[11.(２)]（最小毒性量

8,000 ppm）において、長期毒性試験の最小毒性量がより短期の試験の最小

毒性量に比して高かった。この理由を検討するため、SD ラット（一群雌 12

匹）を用いた 4 週間混餌投与（原体：0、250、8,000 及び 20,000 ppm）に

よる肝組織中グルタチオン含量測定試験、肝薬物代謝酵素誘導能及び甲状腺

機能試験が実施された。なお、各群 6 匹を投与開始 2 週後に中間と殺し、各

種検査に用いられた。 

全試験群で死亡は認められず、一般状態、体重及び摂餌量に変化は認めら

れなかった。 

血清中検体濃度及び肝組織中グルタチオン含量の測定では、血中の検体濃

度は投与開始 2 週後より 4 週後で低い値を示した。しかし、肝組織中グルタ

チオン含量については、対照群と比較して 20,000 ppm 投与群で、投与 2 週

後には GSH 及び GSSG がともに増加した。また、投与 4 週後には、GSH

の増加はみられたが GSSG は対照群と同等であった。これらの結果から、メ

トキシフェノジドを反復投与した場合、肝臓におけるグルタチオン関連酵素

が誘導される可能性が示唆された。 

甲状腺に関しては、20,000 ppm 投与群で投与 4 週後に T4 濃度の低下、投

与 2 及び 4 週後に TSH 濃度の上昇傾向、8,000 ppm 以上投与群で甲状腺ろ

胞上皮細胞肥大が認められた。肝臓に関しては、20,000 ppm 投与群で肝ミ

クロソーム画分の UDPGT の増加、門脈周囲性肝細胞肥大及び好酸性化、

8,000 ppm 以上投与群で肝絶対重量及び比重量増加、肝腫大、肝ミクロソー

ムタンパク量の増加、CYP3A2 の増加、CYP2B1 の減少並びに門脈周囲性肝

細胞肥大が認められた。 
以上の結果から、メトキシフェノジドはラットにおいて CYP3A2 及び

UDPGT を誘導する可能性が示唆された。（参照 2） 

 
（３）肝薬物代謝酵素誘導能試験（マウス） 

マウスを用いた 90 日間亜急性毒性試験[10.(２)]の用量設定試験（試験期

間 2 週間、無毒性量 1,000 ppm）、90 日間亜急性毒性試験（無毒性量 2,500 
ppm）及び 18 か月間発がん性試験[11.(３)]（無毒性量 7,000 ppm）におい

て、長期毒性試験の無毒性量がより短期の試験の無毒性量に比して高かった。



 

この理由を検討するため、ICR マウス（一群雌 12 匹）を用いた 4 週間混餌

投与（原体：0、100、2,500 及び 7,000 ppm）による肝組織中グルタチオン

含量測定及び肝薬物代謝酵素誘導能試験が実施された。なお、各群 6 匹を投

与開始 2 週後に中間と殺し、各種検査に用いられた。 

全試験群で死亡は認められず、一般状態、体重及び摂餌量に変化は認めら

れなかった。肝重量にも検体投与に関連する変化は認められなかった。 
肝組織中グルタチオン含量については、対照群と比較して 7,000 ppm 投与

群で、投与 2 週後に GSH 及び GSSG がともに増加傾向を示したが、投与 4

週後には GSH 及び GSSG は対照群と同等であり、検体投与の影響は認めら

れなかった。 

7,000 ppm 投与群では、肝腫大、肝ミクロソーム画分の P450 含量の増加

及び門脈周囲性肝細胞好酸性化が認められた。2,500 ppm 以上投与群では肝

ミクロソーム画分の ECOD 及び PROD 活性上昇並びに CYP3A 及び CYP2B

の増加が認められた。2,500 ppm 投与群では投与 2 週後に門脈周囲性肝細胞

好酸性化が認められたが、投与 4 週後には認められなかった。 

以上の結果から、メトキシフェノジドはマウスにおいて酵素誘導剤である

可能性が示唆された。（参照 2） 

 
（４）28 日間免疫毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌 10 匹）を用いて混餌投与（原体：0、76.9、324 及び

1,080 mg/kg 体重/日）し、と殺 5 日前に SRBC を静脈内投与して、28 日間

免疫毒性試験が実施された。 

本試験において、324 mg/kg 体重/日以上投与群で肝比重量増加及び絶対重

量の増加傾向が認められた。いずれの投与群においても SRBC 特異的抗体

IgM 濃度の有意な減少は認められず、本試験条件下で免疫毒性は認められな

かった。（参照 29、44） 

 



 

Ⅲ．食品健康影響評価 

参照に挙げた資料を用いて、農薬「メトキシフェノジド」の食品健康影響評

価を実施した。第 7 版の改訂に当たっては、厚生労働省から、作物残留試験（コ

ーヒー豆）の成績等が新たに提出された。 
14C 又は 13C で標識したメトキシフェノジドを用いた動物体内運命試験にお

いて、ラットに経口投与されたメトキシフェノジドは速やかに吸収、排泄され

た。吸収率は 61.6%～69.6%と算出された。主に胆汁を経由して糞中に排泄さ

れ、投与後 24 時間の糞中に 58.2%TAR～77.1%TAR が排泄された。未変化の

メトキシフェノジドは糞中からのみ検出された。尿及び糞中の主要代謝物は B

及び F のほか、D、H、I、K 及び L であった。 
14C 及び 13C で標識したメトキシフェノジドの畜産動物を用いた体内運命試

験の結果、ヤギ及びニワトリにおいて代謝物 B、F、L、Q1、AE+F、AI2 及び

AJ が 10%TRR を超えて検出された。 
14C 及び 13C で標識したメトキシフェノジドを用いた植物体内運命試験の結

果、主要成分は未変化のメトキシフェノジドであった。代謝物として B、C1、

C2、F、H 及び BG が認められたが、いずれも 10%TRR 未満であった。 

メトキシフェノジド並びに代謝物 B 及び C1 を分析対象化合物とした国内作

物残留試験の結果、可食部におけるメトキシフェノジドの最大残留値は、茶（荒

茶）の 35.3 mg/kg であり、代謝物 B 及び C1 の最大残留値は、B では茶（荒

茶）の 0.06 mg/kg、C1 では茶（荒茶）の 0.03 mg/kg であった。メトキシフェ

ノジドを分析対象化合物とした海外作物残留試験の結果、メトキシフェノジド

の最大残留値は、ラズベリー（果実）及びブラックベリー（果実）の 2.5 mg/kg

であった。メトキシフェノジド及び代謝物 L を分析対象化合物とした畜産物残

留試験の結果、予想飼料負荷量におけるメトキシフェノジドの残留値は、可食

部においていずれの試料も定量限界（0.01 g/g）未満であり、代謝物 L の最大

残留値は、ウシの肝臓における 0.015 g/g であった。また、魚介類における最

大推定残留量は 0.017 mg/kg であった。 

各種毒性試験結果から、メトキシフェノジド投与による影響は、主に血液（貧

血）、肝臓（門脈周囲性肝細胞肥大等：ラット）及び腎臓（腎盂上皮細胞過形

成等：ラット）に認められた。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性、遺

伝毒性及び免疫毒性は認められなかった。 

畜産動物を用いた体内運命試験の結果、10%TRR を超える代謝物として、B、

F、L、Q1、AE+F、AI2 及び AJ が認められたが、代謝物 B、F、L、Q1 及び

AE はラットでも検出され、代謝物 AI2 はラットで認められる代謝物 D のグル

クロン酸抱合体、代謝物 AJ はメトキシフェノジドのグルクロン酸抱合体であ

ることから、農産物、畜産物及び魚介類中のばく露評価対象物質をメトキシフ

ェノジド（親化合物のみ）と設定した。 

各試験における無毒性量等は表 26 に示されている。 



 

食品安全委員会は、各試験の無毒性量のうち最小値は、イヌを用いた 1 年間

慢性毒性試験の 9.8 mg/kg 体重/日であったことから、これを根拠として、安全

係数 100 で除した 0.098 mg/kg 体重/日を許容一日摂取量（ADI）と設定した。 

また、メトキシフェノジドの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性

影響は認められなかったことから、急性参照用量（ARfD）は設定する必要が

ないと判断した。 

 

ADI 0.098 mg/kg 体重/日 

（ADI 設定根拠資料） 慢性毒性試験 

（動物種） イヌ 

（期間） 1 年間 

（投与方法） 混餌 
（無毒性量） 9.8 mg/kg 体重/日 

（安全係数） 100 

  

ARfD 設定の必要なし 

 
＜参考＞ 
＜JMPR、2003 年＞ 

ADI 0.1 mg/kg 体重/日 

（ADI 設定根拠資料①） 慢性毒性/発がん性併合試験 

（動物種） ラット 

（期間） 2 年間 

（投与方法） 混餌 
（無毒性量） 10 mg/kg 体重/日 

（安全係数） 100 

  
（ADI 設定根拠資料②） 慢性毒性試験 

（動物種） イヌ 

（期間） 1 年間 
（投与方法） 混餌 

（無毒性量） 9.8 mg/kg 体重/日 

（安全係数） 100 

 

ARfD 0.9 mg/kg 体重 

（ARfD 設定根拠資料） 類縁化合物であるテブフェ

ノジドの単回投与試験 

（動物種） イヌ 



 

（期間） 単回 
（投与方法） 経口 

（無毒性量） 89.4 mg/kg 体重 

（安全係数） 100 

 
＜米国、2006 年＞ 

cRfD 0.10 mg/kg 体重/日 

（cRfD 設定根拠資料①） 慢性毒性/発がん性併合試験 

（動物種） ラット 

（期間） 2 年間 

（投与方法） 混餌 

（無毒性量） 10.2 mg/kg 体重/日 
（不確実係数） 100 

  
（cRfD 設定根拠資料②） 慢性毒性試験 

（動物種） イヌ 

（期間） 1 年間 

（投与方法） 混餌 
（無毒性量） 9.8 mg/kg 体重/日 

（不確実係数） 100 

 

aRfD 設定の必要なし 

 
＜EFSA、2017 年＞ 

ADI 0.1 mg/kg 体重/日 

（ADI 設定根拠資料①） 慢性毒性/発がん性併合試験 

（動物種） ラット 

（期間） 2 年間 

（投与方法） 混餌 

（無毒性量） 10 mg/kg 体重/日 
（安全係数） 100 

 

ARfD 0.1 mg/kg 体重 

（ARfD 設定根拠資料） 慢性毒性試験 

（動物種） イヌ 

（期間） 1 年間 
（投与方法） 混餌 

（無毒性量） 9.8 mg/kg 体重/日 



 

（安全係数） 100 
 

＜豪州、2002 年＞ 

ADI 0.1 mg/kg 体重/日 

（ADI 設定根拠資料①） 慢性毒性/発がん性併合試験 
（動物種） ラット 

（期間） 2 年間 

（投与方法） 混餌 

（無毒性量） 10 mg/kg 体重/日 

（安全係数） 100 

  
（ADI 設定根拠資料②） 慢性毒性試験 

（動物種） イヌ 

（期間） 1 年間 

（投与方法） 混餌 

（無毒性量） 10 mg/kg 体重/日 

（安全係数） 100 
 

ARfD 設定の必要なし 
 

＜カナダ、2004 年＞ 

ADI 0.10 mg/kg 体重/日 

（ADI 設定根拠資料①） 慢性毒性/発がん性併合試験 

（動物種） ラット 

（期間） 2 年間 

（投与方法） 混餌 

（無毒性量） 10.2 mg/kg 体重/日 
（安全係数） 100 

  
（ADI 設定根拠資料②） 慢性毒性試験 

（動物種） イヌ 

（期間） 1 年間 

（投与方法） 混餌 
（無毒性量） 9.8 mg/kg 体重/日 

（安全係数） 100 
 

ARfD 設定の必要なし 

（参照 3、5、7、8、45） 



 

表 26 各試験における無毒性量等 

動物種 試験 投与量 
(mg/kg 体重/日) 

無毒性量（mg/kg 体重/日）1) 

JMPR 米国 豪州 カナダ 食品安全委員会 
農薬抄録 
（参考） 

ラット 

90 日間 
亜急性 
毒性試験 

0､50､250､1,000､
5,000､20,000 ppm 

雄：69 
雌：72 
 
肝細胞肥大等 

雄：69 
雌：72 
 
肝細胞肥大等 

雄：69 
雌：72 
 
肝細胞肥大等 

雄：1,370 
雌：1,530 
 
毒性所見なし 

雄：69.3 
雌：72.4 
 
雌雄：門脈周囲性肝細

胞肥大等 
 

雄：69.3 
雌：72.4 
 
雌雄：門脈周囲性肝細

胞肥大等 

雄：0､3.4､17.0､69.3､
353､1,370 

雌：0､3.7､19.1､72.4､
379､1,530 

90 日間 
亜急性 
神経毒性 
試験 

0､200､2,000､20,000 
ppm 

雄：1,320 
雌：1,580 
 
毒性所見なし 
(神経毒性は認められ

ない) 

雄：1,320 
雌：1,580 
 
毒性所見なし 
(神経毒性は認められ

ない) 

雄：1,320 
雌：1,580 
 
毒性所見なし 
(神経毒性は認められ

ない) 

雄：1,320 
雌：1,580 
 
毒性所見なし 
(神経毒性は認められ

ない) 

雄：1,320 
雌：1,580 
 
毒性所見なし 
(神経毒性は認められ

ない) 

雄：1,320 
雌：1,580 
 
毒性所見なし 
(神経毒性は認められ

ない) 

雄：0､13､130､1,320 
雌：0､16､159､1,580 

2 年間 
慢性毒性/ 
発がん性 
併合試験 

0､200､8,000､20,000 
ppm 

雄：10.2 
雌：11.9 
 
赤血球関連数値減少

等 
(発がん性は認められ

ない) 

雄：10.2 
雌：11.9 
 
RBC 減少等 
(発がん性は認められ

ない) 

雄：10 
雌：12 
 
RBC 減少等 
(発がん性は認められ

ない) 

雄：10.2 
雌：11.9 
 
RBC 減少等 
(発がん性は認められ

ない) 

雄：10.2 
雌：11.9 
 
雌雄：RBC 減少等 
(発がん性は認められ

ない) 

雄：10.2 
雌：11.9 
 
雌雄：RBC 減少等 
(発がん性は認められ

ない) 

雄：0､10.2､411､1,050 
雌：0､11.9､491､1,250 

2 世代 
繁殖試験 

0､200､2,000､20,000 
ppm 

親動物 
P 雄：153 
P 雌：143 
F1雄：193 
F1雌：143 

児動物 

143 
 
 
 
 
親動物：体重増加抑制

等 
児動物：膣開口遅延 

親動物 
P 雄：153 
P 雌：181 
F1雄：193 
F1雌：203 

児動物 

雄：1,552 
雌：1,821 
 
 
 
親動物：肝重量増加等 
児動物：毒性所見なし 
(繁殖能に対する影響

親動物 
雄：15 
雌：18 

児動物 

雄：153 
雌：181 

 
 
 
 
 
親動物：体重増加抑制

等 
児動物：膣開口遅延 

親動物 
P 雄：153 
P 雌：181 
F1雄：193 
F1雌：203 

児動物 

1,821 
 
 
 
 
親動物：肝重量増加等 
児動物：毒性所見なし 
(繁殖能に対する影響

親動物 
P 雄：15.4 
P 雌：17.9 
F1雄：19.1 
F1雌：20.4 

児動物 

P 雄：1,550 
P 雌：1,820 
F1雄：1,960 
F1雌：2,040 

 
親動物 
雄：肝比重量増加 
雌：肝細胞肥大 

親動物 
P 雄：15.4 
P 雌：17.9 
F1雄：19.1 
F1雌：20.4 

児動物 

P 雄：1,550 
P 雌：1,820 
F1雄：1,960 
F1雌：2,040 

 
親動物 
雄：肝比重量増加 
雌：肝細胞肥大 

P 雄：0､15.4､153､
1,550 

P 雌：0､17.9､181､
1,820 

F1 雄：0､19.1､193､
1,960 

F1 雌：0､20.4､203､
2,040 



 

動物種 試験 投与量 
(mg/kg 体重/日) 

無毒性量（mg/kg 体重/日）1) 

JMPR 米国 豪州 カナダ 食品安全委員会 
農薬抄録 
（参考） 

(繁殖能に対する影響

は認められない) 
は認められない) (繁殖能に対する影響

は認められない) 
は認められない) 児動物：毒性所見なし 

(繁殖能に対する影響

は認められない) 

児動物：毒性所見なし 
(繁殖能に対する影響

は認められない) 

発生毒性 
試験 

0､100､300､1,000 母動物及び胎児： 
1,000 
 
毒性所見なし 
(催奇形性は認められ

ない) 

母動物及び胎児： 
1,000 
 
毒性所見なし 
(催奇形性は認められ

ない) 

母動物及び胎児： 
1,000 
 
毒性所見なし 
(催奇形性は認められ

ない) 

母動物及び胎児： 
1,000 
 
毒性所見なし 
(催奇形性は認められ

ない) 

母動物及び胎児： 
1,000 
 
毒性所見なし 
(催奇形性は認められ

ない) 

母動物及び胎児： 
1,000 
 
毒性所見なし 
(催奇形性は認められ

ない) 
マウス 

90 日間 
亜急性 
毒性試験 

0､70､700､2,500､
7,000 ppm 

雄：428 
雌：589 
 
体重増加抑制傾向 

雄：428 
雌：589 
 
体重増加抑制 

雄：428 
雌：589 
 
体重増加抑制 

雄：1,149 
雌：1,742 
 
毒性所見なし 

雄：1,150 
雌：1,740 
 
毒性所見なし 

雄：428 
雌：589 
 
雌雄： 

体重増加抑制傾向 

雄：0､11.9､112､428､ 
1,150 

雌：0､17.4､165､589､ 
1,740 

18 か月間 
発がん性 
試験 

0､70､2,800､7,000  
ppm 

雄：1,020 
雌：1,350 
 
毒性所見なし 
(発がん性は認められ

ない) 

雄：1,020 
雌：1,350 
 
毒性所見なし 
(発がん性は認められ

ない) 

雄：1,020 
雌：1,350 
 
毒性所見なし 
(発がん性は認められ

ない) 

雄：1,020 
雌：1,350 
 
毒性所見なし 
(発がん性は認められ

ない) 

雄：1,020 
雌：1,350 
 
毒性所見なし 
(発がん性は認められ

ない) 

雄：1,020 
雌：1,350 
 
毒性所見なし 
(発がん性は認められ

ない) 

雄：0､10.0､405､1,020 
雌：0､12.8､529､1,350 

ウサギ 

発生毒性 
試験 

0､100､300､1,000 母動物及び胎児： 
1,000 
 
毒性所見なし 
(催奇形性は認められ

ない) 

母動物及び胎児： 
1,000 
 
毒性所見なし 
(催奇形性は認められ

ない) 

母動物及び胎児： 
1,000 
 
毒性所見なし 
(催奇形性は認められ

ない) 

母動物及び胎児： 
1,000 
 
毒性所見なし 
(催奇形性は認められ

ない) 

母動物及び胎児： 
1,000 
 
毒性所見なし 
(催奇形性は認められ

ない) 

母動物及び胎児： 
1,000 
 
毒性所見なし 
(催奇形性は認められ

ない) 

イヌ 

90 日間 
亜急性 
毒性試験 

0､15､50､500､5,000､ 
15,000 ppm 

雄：198 
雌：209 
 
毒性所見なし 

雄：198 
雌：209 
 
毒性所見なし 

雄：198 
雌：209 
 
毒性所見なし 

雄：198 
雌：209 
 
毒性所見なし 

雄：21.4 
雌：209 
 
雄：RBC 減少等 
雌：毒性所見なし 

雄：21.4 
雌：209 
 
雄：RBC 減少等 
雌：毒性所見なし 

雄：0､0.6､2.0､21.4､ 
198､422 

雌：0､0.6､1.9､20.4､ 
209､460 

1 年間 0､60､300､3,000､ 雄：9.8 雄：9.8 雄：10 雄：9.8 雄：9.8 雄：9.8 



 

動物種 試験 投与量 
(mg/kg 体重/日) 

無毒性量（mg/kg 体重/日）1) 

JMPR 米国 豪州 カナダ 食品安全委員会 
農薬抄録 
（参考） 

慢性毒性 
試験 

30,000 ppm 雌：12.6 
 
肝肥大等 

雌：12.6 
 
RBC 減少等 

雌：13 
 
RBC 減少等 

雌：12.6 
 
RBC 減少等 

雌：12.6 
 
雌雄：RBC 減少等 
 

雌：12.6 
 
雌雄：RBC 減少等 

雄：0､2.2､9.8､106､ 
1,150 

雌：0､2.2､12.6､111､ 
1,200 

ADI 

NOAEL：10 及び 9.8 
SF：100 
ADI：0.1 

NOAEL：10.2及び9.8 
UF：100 
cRfD：0.10 

NOAEL：10 
SF：100 
ADI：0.1 

NOAEL：10.2 及び

9.8 
UF：100 
ADI：0.10 

NOAEL：9.8 
SF：100 
ADI：0.098 

NOAEL：9.8 
SF：100 
ADI：0.098 

ADI 設定根拠資料 

ラット 2 年間慢性毒

性/発がん性併合試験 
イヌ 1 年間慢性毒性 
試験 

ラット 2 年間慢性毒

性/発がん性併合試験 
イヌ 1 年間慢性毒性 
試験 

ラット 2 年間慢性毒

性/発がん性併合試験 
イヌ 1 年間慢性毒性 
試験 

ラット 2 年間慢性毒

性/発がん性併合試験 
イヌ 1 年間慢性毒性 
試験 

イヌ 1 年間慢性毒性 
試験 

イヌ 1 年間慢性毒性 
試験 

NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 ADI：許容一日摂取量 UF：不確実係数 cRfD：慢性参照用量 
1) 最小毒性量で認められた主な毒性所見等を記した。



 

＜別紙 1：代謝物/分解物略称＞ 
記号 化学名 

B 3,5-ジメチル安息香酸 N-tert-ブチル-N’-(3-ヒドロキシ-2-メチルベンゾイル)
ヒドラジド 

C1 3-ヒドロキシメチル-5-メチル安息香酸 N-tert-ブチル-N’-(3-メトキシ-2- 
メチルベンゾイル)ヒドラジド 

C2 3-[N-tert-ブチル-N’-(3-メトキシ-2-メチルベンゾイル)ヒドラジノカルボニ

ル]-5-メチル安息香酸 
D 3,5-ジメチル安息香酸 N-tert-ブチル-N’-(3,4*-ジヒドロキシ-2-メチルベンゾ

イル)ヒドラジド 
*：第 2 のヒドロキシ基の位置は未確定 

F 3-ヒドロキシメチル-5-メチル安息香酸 N-tert-ブチル-N’-(3-ヒドロキシ-2- 
メチルベンゾイル)ヒドラジド 

H 3,5-ビス-ヒドロキシメチル安息香酸 N-tert-ブチル-N’-(3-メトキシ-2-メチル

ベンゾイル)ヒドラジド 
I 3-ヒドロキシメチル-5-メチル安息香酸 N-tert-ブチル-N’-(3,4*-ジヒドロキ

シ-2-メチルベンゾイル)ヒドラジド 
*：第 2 のヒドロキシ基の位置は未確定 

K 3,5-ビス-ヒドロキシメチル安息香酸 N-tert-ブチル-N’-(3-ヒドロキシ-2- 
メチルベンゾイル)ヒドラジド 

L -D-グルコピラヌロン酸, 3-{[2-(1,1-ジメチルエチル)-2-(3,5-ジメチルベンゾ

イル)ヒドラジノ]カルボニル}-2-メチルフェニル 
Q1 -D-グルコピラヌロン酸, 3-{[2-(1,1-ジメチルエチル)-2-(3-ヒドロキシメチル

-5-メチルベンゾイル)ヒドラジノ]カルボニル}-2-メチルフェニル 
AE 3-(N-tert-ブチル-N’-[3-メトキシ-2-メチルベンゾイル]-ヒドラジノカルボニ

ル)-5-ヒドロキシメチル安息香酸
AH （B 環アルコールグルクロン酸抱合体） 
AI2 （A 環ジヒドロキシグルクロン酸抱合体（Ⅱ）） 
AJ （A 環グルクロン酸抱合体） 
AM （B 環アルコール A 環グルクロン酸抱合体） 
AN （B 環ジアルコールグルクロン酸抱合体） 
BG （A 環フェノールグルコース抱合体） 

※：化学名が不明のものは（ ）により記した。 



 

＜別紙 2：検査値等略称＞ 
略称 名称 

水産 PEC 水産動植物被害予測濃度 
ai 有効成分量 

AUC 薬物濃度曲線下面積 
BCF 生物濃縮係数 
Cmax 最高濃度 
CMC カルボキシメチルセルロース 
CYP チトクロム P450 アイソザイム 

ECOD エトキシクマリン O-デエチラーゼ 
EFSA 欧州食品安全機関 
EPA 米国環境保護庁 

GGT 
-グルタミルトランスフェラーゼ 
［= -グルタミルトランスペプチダーゼ（ -GTP）］ 

GSH 還元型グルタチオン 
GSSG 酸化型グルタチオン 

Hb ヘモグロビン量（血色素量） 
HGPRT ヒポキサンチン－グアニンホスホリボシルトランスフェラーゼ 

Ht ヘマトクリット値［=血中血球容積（PCV）］ 
IgM 免疫グロブリン M 

JMPR FAO/WHO 合同残留農薬専門家会議 
LC50 半数致死濃度 
LD50 半数致死量 
MC メチルセルロース 

MCH 平均赤血球血色素量 
MCHC 平均赤血球血色素濃度 
MCV 平均赤血球容積 

MetHb メトヘモグロビン量 
PEC 環境中予測濃度 
PEG ポリエチレングリコール 
PHI 最終使用から収穫までの日数 
PLT 血小板数 

PROD ペントキシレゾルフィン O-デペンチラーゼ 
RBC 赤血球数 
Ret 網状赤血球数 

SRBC ヒツジ赤血球 
T4 サイロキシン 

TAR 総投与（処理）放射能 
T.Bil 総ビリルビン 

Tmax 最高濃度到達時間 
TRR 総残留放射能 
TSH 甲状腺刺激ホルモン 

UDPGT ウリジン二リン酸グルクロニルトランスフェラーゼ 

 



 

＜別紙 3：作物残留試験成績（国内）＞ 

作物名 
[栽培形態] 
(分析部位) 
実施年 

試 
験 
ほ 
場 
数 

使用量 
(g ai/ha) 

回数 
(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 
メトキシ 

フェノジド 
代謝物 B 代謝物 C1 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

水稲 
(玄米) 

1997 年 
2 200 DL 3 

14 
20-21 

28 

<0.02 
<0.02 
<0.02 

<0.02 
<0.02 
<0.02 

<0.02 
<0.02 
<0.02 

<0.02 
<0.02 
<0.02 

<0.02 
<0.02 
<0.02 

<0.02 
<0.02 
<0.02 

水稲 
(玄米) 

2000 年 
2 67.5 SC 3 

14 
21 
28 

0.02 
0.02 
0.02 

0.01* 
0.01* 
0.01* 

    

水稲 
(玄米) 

2001 年 
2 45 SC 3 

7 a 
14 
21 

<0.01 
0.01 
0.01 

<0.01 
0.01* 
0.01* 

    

水稲 
(玄米) 

2010 年 
3 200 DL 3 21 <0.01 <0.01     

水稲 
(稲わら) 
1997 年 

2 200 DL 3 

14 
20-2

1 
28 

1.96 
1.73 
2.22 

1.22 
1.05 
1.20 

0.17 
0.20 
0.24 

0.13 
0.14 
0.19 

0.05 
<0.04 
<0.04 

0.04* 
<0.04 
<0.04 

水稲 
(稲わら) 
2000 年 

2 67.5 SC 3 
14 
21 
28 

0.67 
0.70 
0.63 

0.52 
0.57 
0.47 

    

水稲 
(稲わら) 
2001 年 

2 45 SC 3 
7 a 
14 
21 

2.79 
2.32 
1.87 

2.38 
1.95 
1.28 

    

水稲 
(稲わら) 
2010 年 

3 200 DL 3 21 1.92 1.63     

水稲 
(籾) 

2010 年 
3 200 DL 3 21 0.15 0.10     

ホールクロッ

プサイレージ

用稲 
(植物全体) 

2008 年 

2 67.5 SC 3 
14 
21 
28 

0.47 
0.32 
0.27 

0.31 
0.26 
0.14 

    

だいず 
[露地] 

(乾燥子実) 
2001 年 

2 67.5 SC 2 
7 

14 
21 

<0.01 
<0.01 
<0.01 

<0.01 
<0.01 
<0.01 

    



 

作物名 
[栽培形態] 
(分析部位) 
実施年 

試 
験 
ほ 
場 
数 

使用量 
(g ai/ha) 

回数 
(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 
メトキシ 

フェノジド 
代謝物 B 代謝物 C1 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

だいず 
[露地] 

(乾燥子実) 
2003 年 

2 45 SC 2 
7 

14 
21 

<0.01 
<0.01 
<0.01 

<0.01 
<0.01 
<0.01 

    

かんしょ 
[露地] 
(根塊) 

2009 年 

2 
180～ 

200 a SC 
3 

3 
7 

14 

<0.01 
<0.01 
<0.01 

<0.01 
<0.01 
<0.01 

    

てんさい 
(根部) 

2000 年 
2 75 SC 3 

7 
14 
21 

<0.01 
<0.01 
<0.01 

<0.01 
<0.01 
<0.01 

  
<0.01 
<0.01 
<0.01 

<0.01 
<0.01 
<0.01 

だいこん 
[露地] 
(根部) 

2009 年 

2 
130～ 
145 SC 

3 
3 
7 

14 

<0.01 
<0.01 
<0.01 

<0.01 
<0.01 
<0.01 

    

だいこん 
[露地] 
(葉部) 

2009 年 

2 
130～ 
145 SC 

3 
3 
7 

14 

3.60 
2.07 
0.99 

3.03 
1.31 
0.48 

    

はくさい 
[露地](茎葉) 

2002 年 
2 

100～ 
119 SC 

2 
3 
7 

14 

0.28 
0.20 
0.07 

0.14 
0.10* 
0.03* 

    

キャベツ 
[露地](葉球) 

1998 年 
2 300 SC 2 

7 
14 
21 

0.22 
0.14 

<0.01 

0.18 
0.10 

<0.01 
  

<0.01 
<0.01 
<0.01 

<0.01 
<0.01 
<0.01 

ブロッコリー 
[露地](花蕾) 

2005 年 
2 200 a SC 2 

3 
7 

14 

1.77 
1.66 
1.22 

1.52 
0.94 
0.53* 

    

はなっこりー 
[露地] 

(花蕾部及び

茎) 
2006 年 

2 150 SC 2 
1 
3 
7 

0.82 
0.57 
0.13 

0.66 
0.44 
0.10 

    

レタス 
[施設](茎葉) 

2001 年 
2 200 SC 2 

3 
7 

14 

3.60 
3.83 
2.82 

1.79 
1.93 
1.24 

    

リーフレタス 
[露地](茎葉) 

2009 年 
2 100 SC 3 

3 
7 

14 

3.71 
1.93 
0.08 

2.58 
1.75 
0.07* 

    



 

作物名 
[栽培形態] 
(分析部位) 
実施年 

試 
験 
ほ 
場 
数 

使用量 
(g ai/ha) 

回数 
(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 
メトキシ 

フェノジド 
代謝物 B 代謝物 C1 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

サラダ菜 
[施設](茎葉) 

2009 年 
2 

75～ 
100 SC 

3 
3 
7 

14 

8.02 
4.98 
0.38 

6.84 
3.81 
0.34 

    

ふき 
[施設](茎葉) 

2010 年 
2 150 SC 2 

3 
7 

14 

<1.0 
<1.0 
<1.0 

<1.0 
<1.0 
<1.0 

    

食用ぎく 
[施設](花柄) 

2006 年 
2 100 SC 2 

7 
14 
21 

1.40 
0.46 
0.28 

1.01 
0.42 
0.16 

    

食用金魚草 
[施設](花器全

体) 
2008 年 

2 100 SC 3 
3 
7 

14 

9.4 
4.3 
0.6 

7.2 
2.3 
0.4 

    

根深ねぎ 
[露地](茎葉) 

1997 年 
2 150 a SC 2 

14 
21 
30 

0.72 
0.26 
0.06 

0.44 
0.16 
0.06 

    

根深ねぎ 
[露地](茎葉) 

2007 年 
1 100 SC 2 

1 
3 
7 

0.39 
0.48 
0.26 

0.38 
0.37 
0.26 

    

葉ねぎ 
[露地](茎葉) 

1998 年 
2 150 a SC 2 

14 
21 
30 

0.17 
0.09 
0.04 

0.13 
0.05 
0.02 

    

葉ねぎ 
[露地](茎葉) 

2007 年 
1 100 SC 2 

1 
3 
7 

0.76 
0.89 
0.49 

0.70 
0.85 
0.41 

    

トマト 
[施設](果実) 

1999 年 
2 250 SC 2 

1 
3 
7 

0.41 
0.29 
0.21 

0.19 
0.16 
0.14 

    

ピーマン 
[施設](果実) 

2000 年 
2 300 SC 2 

1 
3 
7 

1.09 
0.85 
0.64 

0.75 
0.49 
0.33 

    

なす 
[施設](果実) 

2000 年 
2 250 SC 2 

1 
3 
7 

0.61 
0.27 
0.10 

0.44 
0.16 
0.07 

    

ししとう 
[施設](果実) 

2004 年 
2 

250～ 
350 SC 

2 
1 
3 
7 

0.80 
0.48 
0.14 

0.76 
0.44 
0.12 

    



 

作物名 
[栽培形態] 
(分析部位) 
実施年 

試 
験 
ほ 
場 
数 

使用量 
(g ai/ha) 

回数 
(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 
メトキシ 

フェノジド 
代謝物 B 代謝物 C1 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

はすいも 
[施設](葉柄) 

2004 年 
2 300 a SC 2 

1 
3 
7 

<0.1 
<0.1 
<0.1 

<0.1 
<0.1 
<0.1 

    

つるな 
[施設](茎葉) 

2006 年 
2 

75～ 
90 SC 

2 
3 
7 

14 

9.85 
5.58 
1.74 

9.07 
5.02 
1.27 

    

りんご 
[無袋・露地] 

(果実) 
1997 年 

2 600 SC 3 
21 
30 
45 

0.80 
0.93 
0.51 

0.63 
0.70 
0.44 

  
<0.01 
<0.01 
<0.01 

<0.01 
<0.01 
<0.01 

なし 
[無袋・露地] 

(果実) 
2007 年 

2 167 SC 2 
1 
3 
7 

0.30 
0.23 
0.23 

0.17 
0.15 
0.14 

    

もも 
[無袋・露地] 

(果肉) 
2002 年 

2 200 SC 3 
3 
7 

14 

0.01 
<0.01 
<0.01 

0.01* 
<0.01 
<0.01 

    

もも 
[無袋・露地] 

(果皮) 
2002 年 

2 200 SC 3 
3 
7 

14 

6.40 
5.36 
4.01 

4.01 
3.21 
2.68 

    

おうとう 
[施設・雨よ

け] 
(果実) 

2002 年 

2 
200～ 

250 a SC 
3 

3 
7 

14 

0.62 
0.43 
0.27 

0.42 
0.32 
0.18 

    

いちご 
[施設](果実) 

2000 年 
2 100 SC 3 

1 
3 
7 

0.60 
0.53 
0.36 

0.49 
0.42 
0.28 

    

茶 
(荒茶) 

1998 年 
2 100 SC 2 

7 
14 
21 

13.9 
5.08 
1.95 

8.64 
3.64 
1.07 

0.06 
0.05 

<0.02 

0.03* 
0.02* 
<0.02 

0.03 
0.03 
0.02 

0.02* 
0.02* 
0.02* 

茶 
(浸出液) 
1998 年 

2 100 SC 2 
7 

14 
21 

2.57 
0.85 
0.30 

1.74 
0.53 
0.19 

<0.02 
<0.02 
<0.02 

<0.02 
<0.02 
<0.02 

<0.02 
<0.02 
<0.02 

<0.02 
<0.02 
<0.02 



 

作物名 
[栽培形態] 
(分析部位) 
実施年 

試 
験 
ほ 
場 
数 

使用量 
(g ai/ha) 

回数 
(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 
メトキシ 

フェノジド 
代謝物 B 代謝物 C1 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

茶 
(荒茶) 

2016 年 
1 167 SC 2 7 29.4 28.8     

茶 
(浸出液) 
2016 年 

1 167 SC 2 7 10.5 10.3     

茶 
(荒茶) 

2017 年 
3 

167～ 
190 SC 

2 
7 

14 
21 

35.3 
3.88 
2.00 

24.1 
2.22 
0.98 

    

茶 
(浸出液) 
2017 年 

3 
167～ 
190 SC 

2 
7 

14 
21 

10.6 
1.18 
0.63 

7.07 
0.67 
0.28 

    

注）DL：粉剤、SC:フロアブル 
・一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は、定量限界を検出したもの

として計算し、*を付した。 
・全てのデータが定量限界未満の場合は、定量限界の平均に<を付して記載した。 
・農薬の使用量又は使用時期（PHI）が登録又は申請された使用方法から逸脱している
場合は、使用量又は PHI に a を付した。 

 



 

＜別紙 4：作物残留試験成績（海外）＞ 
 ①米国 

作物名 
試験 

ほ場数 
使用量 

(ポンド ai/エーカー) 
回数 PHI(日) 残留値(mg/kg) 

レモン 5 

0.250~0.251 4 1 0.374, 0.407 

0.249~0.251 4 1 0.933, 0.650 

0.253~0.255 4 1 0.305, 0.337 

0.248~0.249 4 1 0.191, 0.216 

0.251~0.252 4 1 0.310, 0.388 

オレンジ 10 

0.249~0.255 4 1 0.168, 0.140 

0.249~0.250 4 1 1.72, 1.62 

0.995 1 1 0.245* 

0.251~0.254 4 1 0.284, 0.362 

0.245~0.250 4 1 0.270, 0.246 

0.251~0.260 4 1 0.219, 0.195 

0.251~0.253 4 1 0.239, 0.261 

0.250~0.256 4 1 0.315, 0.312 

0.249~0.253 4 1 0.658, 0.427 

0.249~0.251 

4 1 0.267, 0.292 

4 3 0.229*, 0.213* 

4 7 0.190*, 0.159* 

4 14 0.294*, 0.188* 

グレープフ

ルーツ 
6 

0.254~0.258 4 1 0.278, 0.229 

0.249~0.250 4 1 0.117, 0.112 

0.249~0.251 4 1 0.312, 0.254 

0.243~0.250 4 1 0.237, 0.194 

0.250~0.253 4 1 0.260, 0.266 

0.252~0.254 4 1 0.136, 0.145 

ブラックベ

リー 

（果実） 

4 

0.258~0.261 3 3 0.62, 0.73 

0.251 3 3 2.5, 2.4 

0.244~0.253 3 3 1.1, 1.2 

0.250~0.253 3 3 2.1, 1.9 

ラズベリー 

（果実） 
2 

0.253~0.256 3 3 1.9, 1.6 

0.255~0.259 

3 1 2.1, 2.5 

3 3 2.3, 2.1 

3 6 2.0, 1.6 

3 13 1.6, 1.5 



 

・試験にはフロアブル剤（22.6%）を用いた。 
*：申請の適用範囲内で試験が行われていない。 

 
②ブラジル 

作物名 
（分析部位） 

実施年 
実施国名 

試験 
ほ場数 

使用量 
（g ai/ha） 

回数 
（回） 

PHI 
（日） 残留値（mg/kg） 

コーヒー豆 
(コーヒー豆) 

2016～2017 年 
ブラジル 

8 

90 2 

7 
14 
21 
28 

0.035 
0.034 
0.021 
0.012 

90 2 

7 
14 
21 
28 

0.045 
0.028 
0.025 
0.014 

90 2 7 
14 

0.011 
0.061 

90 2 7 
14 

ND 
ND 

90 2 

7 
14 
21 
28 

<0.01 
0.01 
ND 

<0.01 

90 2 

7 
14 
21 
28 

0.02 
0.01 

<0.01 
0.01 

90 2 14 <0.01 
90 2 14 <0.01 

コーヒー豆 
(焙煎コーヒー) 
2016～2017 年 

ブラジル 

2 

90 2 14 <0.01 

90 2 14 <0.01 

コーヒー豆 
(ソリュブル・コー

ヒー) 
2016～2017 年 

ブラジル 

2 

90 2 14 ND 

90 2 14 ND 

・試験にはフロアブル剤(メトキシフェノジド 30%+スピネトラム 6%)を用いた。 
ND: 検出せず 



 

＜別紙 5：畜産物残留試験成績＞ 
①ウシ 

・乳汁 

試料採取日

（日） 

メトキシフェノジド残留値（g/g） 
15 mg/kg 飼料 

投与群 
45 mg/kg 飼料 

投与群 
150 mg/kg 飼料 

投与群 
1 <0.01 <0.01 <0.01 

2 <0.01 <0.01 0.024 

4 <0.01 <0.01 0.029 

7 <0.01 <0.01 0.050 

10 <0.01 <0.01 0.030 

14 <0.01 <0.01 0.027 

17 <0.01 <0.01 0.028 

21 <0.01 <0.01 0.030 

24 <0.01 <0.01 0.027 

28 <0.01 <0.01 0.028 

35a NA NA <0.01 

28（脱脂乳） NA NA <0.01 

35a（脱脂乳） NA NA <0.01 

28（乳脂肪） NA NA 0.120 

35a（乳脂肪） NA NA <0.01 
注）定量限界（0.01 g/g）未満の測定値は、全て<0.01 とした。 
a：7 日間の休薬期間終了時（1 頭） 
NA：該当せず 

 
・組織 

試料 
試料 

採取日

（日） 

メトキシフェノジド残留値（g/g） 
15 mg/kg 飼料 

投与群 
45 mg/kg 飼料 

投与群 
150 mg/kg 飼料 

投与群 

脂肪 
29 <0.01 0.041 0.285 

35 a NA NA <0.01 

筋肉 
29 <0.01 <0.01 <0.01 

35 a NA NA <0.01 

肝臓 
29 <0.01 0.028 0.130 

35 a NA NA <0.01 

腎臓 
29 <0.01 <0.01 0.027 

35 a NA NA <0.01 

 代謝物 L 残留値（g/g） 

肝臓 
29 0.015 0.038 0.147 

35 a NA NA <0.02 

腎臓 
29 <0.02 0.011 0.042 

35 a NA NA <0.02 



 

 注）定量限界（0.01 g/g：メトキシフェノジド、0.02 g/g：代謝物 L）未満の測定値は、
それぞれ<0.01 及び<0.02 とした。 
a：7 日間の休薬期間終了時（1 頭） 

 NA：該当せず 

 
②ニワトリ 

・卵 

試料採取日

（日） 

メトキシフェノジド残留値（g/g） 
2 mg/kg 飼料 

投与群 
6 mg/kg 飼料 

投与群 
20 mg/kg 飼料 

投与群 
1 <0.01 <0.01 <0.01 

3 <0.01 <0.01 <0.01 

7 <0.01 <0.01 <0.01 

10 NA NA <0.01 

14 NA NA <0.01 

17 NA NA <0.01 

21 NA NA <0.01 

24 NA NA <0.01 

28 NA NA <0.01 

35a NA NA <0.01 
注）定量限界（0.01 g/g）未満の測定値は、全て<0.01 とした。 
a：7 日間の休薬期間終了時 

NA：該当せず 

 
・組織 

試料 
試料 

採取日

（日） 

メトキシフェノジド残留値（g/g） 
2 mg/kg 飼料 

投与群 
6 mg/kg 飼料 

投与群 
20 mg/kg 飼料 

投与群 

脂肪 
29 <0.01 <0.01 <0.01 

35 a NA NA <0.01 

筋肉 
29 <0.01 <0.01 <0.01 

35 a NA NA <0.01 

肝臓 
29 <0.01 <0.01 <0.01 

35 a NA NA <0.01 

 代謝物 L 残留値（g/g） 

肝臓 
29 <0.01 0.011 0.021 

35 a NA NA <0.01 
注）定量限界（0.01 g/g）未満の測定値は、全て<0.01 とした。 
a：7 日間の休薬期間終了時 

 NA：該当せず 



 

＜別紙 6：推定摂取量＞ 

農畜水産物名 
残留値 
(mg/kg) 

国民平均 
(体重：55.1 kg) 

小児(1~6 歳) 
(体重：16.5 kg) 

妊婦 
(体重：58.5 kg) 

高齢者(65 歳以上）

(体重：56.1 kg) 

ff 

（g/人/日) 

摂取量 

(g/人/日) 

ff 

(g/人/日) 

摂取量 

(g/人/日) 

ff 

(g/人/日) 

摂取量 

(g/人/日) 

ff 

(g/人/日) 

摂取量 

(g/人/日) 
米 0.01 164 1.64 85.7 0.86 105 1.05 180 1.80 
だいこん類

（葉） 3.03 1.7 5.15 0.6 1.82 3.1 9.39 2.8 8.48 

はくさい 0.14 17.7 2.48 5.1 0.71 16.6 2.32 21.6 3.02 
キャベツ 0.18 24.1 4.34 11.6 2.09 19.0 3.42 23.8 4.28 
その他の 
あぶらな科 
野菜 

0.66 3.4 2.24 0.6 0.40 0.8 0.53 4.8 3.17 

レタス 6.84 9.6 65.7 4.4 30.1 11.4 78.0 9.2 62.9 
その他の 
きく科野菜 1.01 1.5 1.52 0.1 0.10 0.6 0.61 2.6 2.63 

ねぎ 0.85 9.4 7.99 3.7 3.15 6.8 5.78 10.7 9.10 
トマト 0.19 32.1 6.10 19.0 3.61 32.0 6.08 36.6 6.95 
ピーマン 0.75 4.8 3.60 2.2 1.65 7.6 5.70 4.9 3.68 
なす 0.44 12.0 5.28 2.1 0.92 10.0 4.40 17.1 7.52 
その他の 
なす科野菜 0.76 1.1 0.84 0.1 0.08 1.2 0.91 1.2 0.91 

その他の 
野菜 9.07 13.4 122 6.3 57.1 10.1 91.6 14.1 128 

りんご 0.70 24.2 16.9 30.9 21.6 18.8 13.2 32.4 22.7 
日本なし 0.17 6.4 1.09 3.4 0.58 9.1 1.55 7.8 1.33 
もも 0.01 3.4 0.03 3.7 0.04 5.3 0.05 4.4 0.04 
いちご 0.49 5.4 2.65 7.8 3.82 5.2 2.55 5.9 2.89 
茶 10.3 6.6 68.0 1.0 10.3 3.7 38.1 9.4 96.8 
魚介類 0.017 93.1 1.58 39.6 0.67 53.2 0.90 115 1.95 

合計  319  140  266  368 
注）・農産物の残留値は、登録又は申請されている使用時期・回数による各試験区の平均値の

うち最大値を用いた（別紙 3 参照）。 
・魚介類の残留値は、メトキシフェノジドの最大推定残留値を用いた。 
・「ff」：平成 17～19 年の食品摂取頻度・摂取量調査（参照 21）の結果に基づく食品摂取量（g/

人/日） 
・「摂取量」：残留値及び食品摂取量から求めたメトキシフェノジドの推定摂取量（g/

人/日） 
・『その他のあぶらな科野菜』については、はなっこりーの値を用いた。 
・『レタス』については、レタス、リーフレタス及びサラダ菜のうち残留値の最も高いサ

ラダ菜の値を用いた。 
・『その他のきく科野菜』については、食用ぎくの値を用いた。 
・『ねぎ』については、根深ねぎ、葉ねぎのうち残留値の高い葉ねぎの値を用いた。 
・『その他のなす科野菜』については、ししとうの値を用いた。 
・『その他の野菜』については、食用金魚草、つるなのうち残留値の高いつるなの値を用

いた。 
・『茶』については、茶（浸出液）の値を用いた。 



 

・だいず、てんさい、だいこん類（根）及びふきについては、全データが定量限界未満で
あったため、摂取量の計算に含めていない。 

・畜産物については、予想飼料負荷量においての残留値がいずれも定量限界未満であった
ため、摂取量の計算に含めていない。 
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